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l nspiTe  t he Ne xl: 

速い。安心。省エネ。

快適性能にさらなる磨きをかけ 、新しいアーバンエースが誕生しました 。

⑮ 可 変 速 ド ラ イ ブ 明 税 for

従来どおりの設置スペース・駆動機器で

乗車時間を約2 4% 短絡キ l

@ラインキャッチセンサー付き

マルチビームドアセンサー

3mm以上の「ひも」の挟まれを検知叫

⑮ L E D天井照明

業界最小判オーバーヘッド寸

法はそのままに、積載質: Ll に

応じて、定格速度以上の速

度ア ップを可能に 。またドア

まわりの安全性を向上させる

とともに、長寿命で消費電力

の少ない f L E D天井照 明J を

ラインアップしました。

めざしたのは、いつも安心 、

もっと快適なエレベーターです。

*1:  1階から8 踏まで直行運転した場合、定格速度 6 0 m/mi nと高速モード90m/mi nの比較 (平均陪高3m)

*2: 変形して3 mm未満の太さになるものは機知できない場合があります。また、検知範囲は床面から高さ 1. 2mまで

となります。* 3・当社の従来製品との比較 *4: 2009年10月現在 (株) 日立製作所調べ *S: R型 (住宅用)

28S 0mm' P型 ( 乗用 ) B型 ( 寝台用 ) 3 0 0 0 mm、速度4S ・6 0 m/mi nで対応。
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甲子園球場

スタジアムツアー

+ 見学会

この見学会は、建築 C P D情 報

提供制度認定プロクラムです。

(油大阪府建築士会 ( 2 単位)

(紛日本建築家協会 ( 2単位)

. 建築概要

所在地兵庫県西宮市甲子園町ト82

建 築 主 阪 神 電 気 鉄 道 株 式 会 社

設 計株式会社大林組大阪本底

一級建築士事務所

施 工株式会社大林組大阪本庖

敷地面積 54，203.54m 

建築面積 26，066. 17m 

延べ面積 42，233. 04m 

4再造規模 E草場本体 R C造 一部S 造

付属施設 S造

竣 工 2010年 3月12日

建 物 用 途 観 覧 場

平成22年度

建築工事実務講習会

この講習会は、建築C P D情 報

提供制度認定プロクラムです。

(紛大阪府建築士会 ( 7単位)ー予定

(紛日本建築家協会 ( 6 単位)

. O MMビル

交通・京阪電車「天満橋J 駅東口、地

下鉄谷町線「天満橋J 駅北改札口から

O MMビル地下 2 階に連絡

日本建築協会

& 邑

耳 目

阪神甲子園球場は、日本で最初の本格

的な野球場である。竣工は大正13年。

当初、高校野球の開催を主目的として

建てられ、その後、阪神宝イガ スの

ホームグランドとしても使用され、

数々のドラマを刻んできたが、竣工後

80年が経過、老朽化が進み全面的な見

直しが必要とな った。見直しにあたり 、

「ドーム屋根J r移転新築」などさまざ

まな案が検討されたが、最終的に現地

でのリニューアル案が選択され、「歴

史と伝統の継承J i安全性の向上J i快

適性の向上」をテーマに、全面的なリ

ニューアルを行うこととな った。

工事は主にシーズンオフを利用した 3

年間で行い、今年 3 月に無事竣工した。

イメージアイデンティティはそのま ま

に、既存躯{ 本を利用して耐震補強を行

い、新銀傘を設置、観覧席を 新し、

売庖・便所・喫煙室などアメニティを

充実させ、外装材もデザインは踏襲し

つつ耐久性のあるものを選択、い った

ん撤去したツタを再植樹し、次なる時

代へ向けて再生している。

今回のリニューアルを機に復元、整備

されたものもいくつかある。一つ目は、

夏の20回大会を記念して昭和 9 年に

日 時 2010年12月 2 日(木)

9  :  0 0 - 17  :  00 

会場大阪マチャンダイス・マート

ビル (O MMビル) 2階4号室

大阪市中央区大手前1-7-31

定 員 100名 (先着順)

受講料 15，000円 (含テキスト代)

* テキス卜は、当日配布

. 申込方法

FA Xまたは E- maiHこで、

①催し名「講習会J

②受講者氏名 (年齢)

③事業所名

①受講票送付先住所

⑤担当責任者

⑥電話番号

⑦受講料支払方法

(銀行振込、郵便振替、等)

③C P D を申請される方は、申請先の

団体名をお知らせください。

受講料は、前納制となっておりますの

で、併せて銀行振込 ・郵便振替等で納

入して下さい。受講料入金確認後、受

講棄をお送りいたします。

なお、当会H Pからもお申込みいただ

けますので、 http: // www. aaj . or. j p

をご覧下さい。

建設されたが戦火により崩壊した「野

球t引をイメージして設置した「新野

球繕J 、二つ目は、春 ・夏の高校野球、

阪神タイガースの歴史を展示した「甲

子園歴史館j であり 、日本の野球文化

の振興に貢献することを目的とした施

設とな っている。 ( 石井奨由美)

日 時 2010年11 月16日(火)

14 ・00- 16: 00 

(その後、歴史館自由見学)

講 師 石 井 異 由 美 氏

(附大林組大阪本庖建築設計

部担当課長)

集 合 現 地/ 球場22号門前

定 員 40名 (申込先着順)

参 加 賀 会 員2，500円、一般3，000円

. 申込先

(u) 日本建築協会編集事業課

干540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31

O MMビル 7 F

TEL :  06-6946-6981 FAX:  06-6946-6984 

E - mail  :  ji gyoka@aaj .or. jp  

U RL  :  http : // www. aaj.or.jp 

- 趣旨と内容

・本講習会は、建設業はもとより、官

公庁・設計事務所 ・設備会社など

幅広い分野の技術者を対象とした

ものです。

・現場実務の基礎である「施工計画J

と「仮設見積J に重点をおき、講義

します。

・都市環境の変化に伴う法令・基準の

改正なども加え、技術の進歩に即応

した知識の習得をはかります。

く取扱銀行>

・三井住友銀行

大阪中央支庖( 普通N o . 860034)

・三菱東京UFJ 銀行

瓦町支庖 (普通No. 210054)

・りそな銀行

北浜支庖 (普通No. 272234)

・郵便振替口座 00910- 9- 39975 

学生2，000円

( スタジアムツアー参加資・

甲子園歴史館入館料含む)

申込方法 F AXまたはE メー j レで、

。催し名「甲子園J

②氏名

③会員・ 般の種別

④職場名または学校名

⑤参加託送付先

⑥連絡先電話番号

⑦C P Dを申請される方は、

申請先の団体名を明記。

申込先 制 日本建築協会編集事業課

T EL. 06- 6946- 6981 

FAX. 06- 6946- 6984  

E - mail :j igyoka@aaj.or.jp 

. 科目・講師

施工計画

白 塚 芳 郎氏

。柳島池紹大阪本庖建築部部長

池 内 昌 志氏

浅，百組大阪本底建築部

技術グループ課長

*  

施工計画は、品質を確保し、安全で能

率よく経済的に本体工事を進める鎚を

にぎっています。 この講習会では、仮

設から地下、躯体、仕上、設備にわた

り、適切な施工計画の要点をわかりや

すく解説します。

仮設見積

阪 井 聡氏

側大林組大阪本底建築事業部

生産技術部部長

*  

仮設工事費は、非常に把握しにくい面

があ って、ついつい単位面積当たり、

あるいは請負金比率のみで処理されが

ちです。施工計画に基づいた合理的で

迅速な見積方法を解説します。

建築と社会 ・2010. 10 1  



大阪かくれたええとこツアー

( 見学会)

未来のスパイラル ・ジャングル

NO 題名

日本建築協会

ゐ 血

耳目

日本建築協会では来る2017年の創立

100周年に向けて「大阪ええとこそう

せい( 創生) プロジ ェク トj を進めて

います。その第 1段階として、2009

年から 2010年にかけて 大阪「かくれ

たええとこ」再発見コン クール を開催

しました。

2年にわたるたくさんの応募の中か

ら、大阪府立大学の橋爪紳也先生の審

査により 17力所の「かくれたええと

こ」が選定されました。この「かくれ

たええとこj をマップにまとめるのを

機に見学会を企画 しました。普段気が

つかないところにまだまだええとこが

残っている大阪。皆さんと実際に現地

を見て回りながら改めて大阪の魅力を

一緒に考え、楽しもうというのが企画

の趣旨です。

多くの皆さんのご参加をお待ちしてお

ります。

日 時 2010年11 月21 日( 日)

9 ・00集合 9  :  30出発

終了予定17 : 00 

集 合 天 満 橋OMMビル 11潜

(解散も同じ )

定 員 20名 (申込先着順で、かく

れたええとこコンクール

入選者10名、その他10名)

最少催行人員 5名

参 加 費 会 員2，500円、一般3，000円、

学生1，500円 ( 昼食代は含

みません)

移動車両マイクロパス

申込方法 FAXまたはE メールで。

①催し名「かくれたええと

こツアーJ

②氏名

③会員一般学生の種別

①職場名または学校名

⑤参加証送付先

名称

4  石畳階段と防空i豪 北大江公園北側の石畳階段と防空爆跡

⑤連絡先電話番号

等を明記のうえ、 10月29

日(金) までに下記へ

申 込 先 制 日本建築協編集事業課

TEL.06-6946-6981 

FAX .06-6946-6984 

Email: h- katayama@aaj.or. jp  

応募対象所在地

大阪市中央区石町 1丁目 3

13 上町台地、宝泉寺と六軒長屋聞の路地 六軒長屋と宝泉寺の間 大阪市中央区龍造寺町 7 - 17 - 19  

16 平成の門 文目堂 ( あやめどう ) 大阪市中央区安堂寺町 2丁目

8  

西谷町アパート 戦後の都市不燃化の試みの名

西谷町アパート 大阪市中央区谷町 9 丁目 4- 7

F主

15  半聞きの水門 大阪市西区南堀江 1- 6  

7  西道頓堀モダニスム 湊町ビル 大阪市西区南堀江 1

3  駐車場にな ったお風呂屋さん 駐車場 大阪市阿倍野区阪南町 1-17 

17 

阿部野ベルト地帯 細なが~い「線路と高架下

J R阪和線高架界隈 大阪市阿倍野区美章園、文の里

と空き地J

6  氷上住居出現! っ 桃 ヶ池公園 大阪市阿倍野区桃ヶ池 1丁目

2  砂利道のある街角 大阪市阿倍野区阪商 4 丁目 11番辺り

未来のスパイラル・ジ ャンクル 船町緑地 大阪市大正区船町 1丁目

5  再生を待つ 赤レンガ倉庫 旧住友倉庫 大阪市港区海岸通 2- 6

12 川跡のマリーナ漁港 伝法川跡 大阪市此花区伝法 5丁目

9  水都大阪の誇 大阪市西区川口 2丁目

10 北浜テラス・「実現」から「継続j へ 北浜テラス 大阪市中央区北浜 1丁 目 1- 12  

11 残った町名「菅原町j 大阪市北区菅原町 6

14 多重的河原風景 うなぎ[ いし田j 他 大阪市北区菅原町 3

i主1. 見学場所の順番はこの表のとおりを予定していますが、交通事情等により変更あるいは一部の省絡 をすることがあります。昼食は途中の食堂を予定して

います。

i主2 表の番号は「大阪かくれたええとこマ ップj に記載の番号です。

2  



日本建築協会

京都支部主催見学会

京都リサーチパーク

( KRP)  9号館

日本建築協会

& 血

冨 回

8 月26日に完成し、10月 1 日にオー

プンする K R P 9 号館の見学会を実施

する。

当館は地上 7 階、地下 2 階建て、延べ

24，000rri で、南北 2棟からなる。南棟

には京都市産業技術研究所 (下京区の

工業技術センターと上京区の繊維技術

センヲーが移転 ・機能集約) が入居し、

北棟の賃貸オフィスには ITベンチャー

やデザイン会社を誘致することとな っ

ている。建物の内外装は京町家のべん

がら格子や漆塗りの装飾など、京都ら

しさがふんだんに取り入れられてい

る。

日 時 2010年10月26日(火)

13時30分より

集合場所 J R山陰本線「丹波口駅J五条

(時 間) 通 り 側 改 札 口前 (13時15

分)、 または京都リサ チ

パーク 9号館前 (13時20分)

見学場所京都リサーチパーク 9号館

京都市下京区中堂寺粟田町

京都リサーチパーク西地区

参 加 賀 無 料

締 切 り 10月18日 (月)

申込方法 FAXまたはTELで。

①参加者名、

②集合場所

申 込 先 制 日本建築協会京都支部

T EL. 075-211-2857 

FAX. 075-255-6077 

京都リサーチパーク 9 号館見学会申込書

- 出席します

- 欠席します

0 出席 される方は集合場所をお知らせ下 さし、。

.  J  R 山陰本線「丹波口駅J

- 京都リサーチパーク

氏名

連絡先: 京都支部事務局 (山内、柴谷) FA X  (075)  255- 6077 電話 (075) 21ト2857

3  



「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生 した日本建築協会 本建築協会雑誌」、さらに1年後には おりで、パ ッ クナンパー ｊｉｉｾ 入希望 は、

( 当時・関西建築協会) の、機関誌 「建築と 社会」 と改題し、 今 日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06- 6946 

は大正6年9月に i l関西悠築協会雑誌」 ってL、る。 6981、F AX 06- 6946- 6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に「 日 取 り上げて きた特集テーマは下記のと 販売価絡は1200円(送料・消費税合) 。

特集一覧・1988- 2009

日
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J
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A
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v
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1
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1989 

vol .70  
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vol. 71  

1991 

vol. 72 

1992 

vol. 73 

1993 

vol .7 4  

1994 

vol .75  

1995 

vol .76  

1996 

vol .77  

1997 

vol .78  

1998 

vol. 79  

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81 

2001 

vol. 82 

2002 

vol. 83 

2003 

vol. 84 

2004 

vol. 85 

2005 
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2006 

vol. 87 

2007 
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2008 

vol. 89 

2009 

vol. 90 
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10<: 1'  ・ 長崎医療 全員作品20凶 化 変化 [本l の坦聾 i.¥U法と公鋭 司る から未来へ ー全員作品- 'i' i-年技術者
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・ 光り高f<く ・ 学校新時代 ・ 東海支部会 ・ fI 'l立90周年 ・ 品そび考 ・ こだわりが ・ i土まいの投 ・ lli 築系雑誌 ・ 建築基部法 ・ 第54回 ・ ガラスを ・ 楽しい椛逃

z; 而lのj青梅1 ｴＱ 作 ， ｾ Ｑ ， Ｒ ∞ Ｗ 記念ーこの 創る 住まい 備と主主11¥1の が伝えるも 等大改正 行年技術者 考え る の 位界
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一全日作目「 わL 、のある未 オムニバス インテリア 求める空気 で股|別され ｲ ｦ ｩ ｾ 技術省 資障を活か 全日作品特集 ~販の 中を

・ 徹電車中胡量一首 米に向けて 卯境( 空気 る胞工管理! したまちづく 閣の空間作法 F のぞいてみ

ab戦中叫鱗R 質) のITft り たら~

* は欠号
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建 築 主 関 西 大 学

監 理 創 美 設 計

言宣 言十 創 美 設 計 ・ 竹 中 工務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖

関西大学高槻ミューズ、キャンパス

「多世代の学校の高複合化J

J R高 槻E拶駅R北東f地也区|防開封剤l巧予発E臼司事43楽業長控一の一剖部1である |除関葉刻111酉E大学i尚吉

は、 小学校、中学校、高校、大学、大学院、生涯学習 センターを一つの建物

に併せ持つ、 他 に類を見ない青1¥市型総合教育施設である 。

131糖、約53，000ni の校舎には、各線を結ぶ外部デ ッキや光を取り込むテラス、

ｊｊｦＱ び ｴ ｊ［Ｇｽとしての階段など、随所に訳詞世代 間 コミュニケーションを誘発する ｴｾｽ

を設けた。長い年月を過ごす子どもたちのために、成長とともに変化するイ

ンテリアを創出し、 全ての|絡が災なる 玉IZ而をもっ 「まち」のような建築を 目

J旨している 。

レストランは市民と学生 ・生徒で終1 : 1賑わい、高槻市運営の児童図fh館には

1 日100組もの親子述れが訪れる 。他にもコンペンシ ョン ホール、レストラン、

プール、体育館など「社会:f:J: ilik型都市キャンパス 」と して、多くのJj 包設をi I l

民に IJfJ 放している 。

体育館やグラウンドは、災得時に地域の緊急避難場所へと転換する 。受-;;11方

式の多重化や災害時専用排水ピット、プール用水浄化 システム、 (I ill 都倉庫な

ど、約400人 1 ヶ月 11&1の生活を可能にする本絡的 な防災拠点機能を似l えた。

教育施設という機能を超えて、 地域との境界を l慶l床にしたキャンパスは、 都

市における新しい学校の在り方を示唆するものである 。

( 大平滋彦、浜谷H月之、 i頼山充博/ 竹中工務自)

高 層 棟 断 面 図



- 都市型キ ャンパスである本学

まず、本学の説明から始めよう 。西日本

工業大学デザイン学部建築学科は、福岡県

北九州市にある私立大学である。関学は

1967年。翌年に建築学科が発足して今年

で43年目になる。長きにわたり、実直で有

為な人材を輩出してきた。

とはいえ、 「北九州市にある大学」 とH手

べるようになったのは、ここ 5 年のととだ。

開学から長い間、工学部のみの単科大学と

して推移し、キャンパスは北九州市内では

み や こ ぐ ん か ん だ ま ち

なく、隣接する福岡県京都郡苅田町に位置

していた。建築学科が今の場所に移ったの

は2006年である。従来の工学部から建築

学科を抜き出し、 2004年に新設した情報

デザイン学科と共にデザイン学部を設け、

デザイン学部としての 2 つめのキャンパス

を北九州市小倉北区に置いたのだ、。 この小

倉キャンパスは、市街地再開発事業によっ

て生まれた「リバーウオ ーク北九州」の一

角を占め、教室等はポス トモダニズムの巨

匠、マイケル ・グレイブスがデザインした

建物の中に積み重なっている( 写真 ，) 。

j R小倉駅から歩いて 10分。都市型のキャン

パスだ。

. 21世紀に始まった北九州の建築

さて、読者の皆さんは、九州大学、福岡

大学、九州産業大学など、福岡市に建築の

写真 1 西日本工業大学小倉キャンパス( 中央)

学科があることはど存じでも、北九州の建

築学科の印象は薄いのではないだろうか?

それも無理はない。乙乙 10年で誕生したば

かりなのだから。

現在、北九州市には建築を学ぶ学科を持

つ大学が 3 校ある。一つは 5 年前に北九州

市小倉北区に移ってきた本校。 3 校中で最

も長い歴史を持つ。二つには北九州市立大

学国際環境工学部建築デザイン学科で、北

九州市若松区のひびきのキャンパスを拠点

とする。国際環境工学部の発足に伴い、北

九州学術研究都市の中に新設された。当初

は 「環境空間学科J という名称だ、ったが、

20 08年に 「建築デザイン学科」に変更し、

建築の学科というととを明陥にしている。

三つ目が北九州戸畑区の九州工業大学工学

部建設社会工学科建築コ ースで、 2008年

に従来からの土木工学系の講座に加わり、

この伝統ある国立大学に新たな l ページを

加えた。なお、北九州市八幡西区の九州共

立大学にも建築学科があったが、 2008年

の工学部全体の募集停止に伴い、消滅の予

定だ。

改めて確認すると、北九州市は福岡県の

中で、福岡市と並んで政令指定都市になっ

ている。複数の政令指定都市を持つ県は他

にもある。大阪市と堺市、横浜市と川崎市

と相模原市だ。けれど、北九州市と福岡市

のように独立した圏域として存在する例は

他にない。両市は優れたインフラによって

つながれている。小倉と降多の間は新幹線

でわずか 15分だ。それと共に、地理的にも

文化的にも別個の良さを持っているのが、

日本全国から見ても面白いところだ。

ただ、現時点で、北九州の 《建築》が弱

いことは認めざるを得ない。建築学科が 3

つありながら、どれも 21世紀の歴史しか持

たないというとともあるが、それだけでは

ない。企業および市民の建築への理解、な

いしデザインに対する認識は福岡と比べて

も脆弱といえる。継続する建築あるいはデ

ザインの系譜が北九州にあるのかどうかも

定かではない。古くは辰野金吾から、レー

写真 2 対馬の煉瓦造建物

モンド、村野j篠吾、磯崎新といった全国級

のタレン トの作品には事欠かないのだが

ー。外部から見たイメージも、とれと同

様ではないか。商業 ・サービス業に重きを

おいてきた福岡の成り立ちと、製造業に重

きを置いてきた北九州の遠いが、ことに反

映しているだろう 。

とはいえ、仮に 21世紀しかないとしたら、

それは未来があるということである。北九

州は独自の歴史を持つ。門司や若松などに

は、活況を呈した時代の近代建築や和風建

築が残る。海岸沿いには独特の景観を見せ

る工場群があり、自然と人工を単純に分け

られないような開発と調和を見るととがで

きる。考察され、使われるべき近現代の建

築と都市の遺産は、むしろ福岡より 北九州

のほうが多いだろう 。その歴史や地勢、今

も続くものづくりの涜れは、次の建築を産

むリソースになりはしないか。近代の北九

州がそうしてきたように、新たなチャ レン

ジとして、北九州に 《建築》を打ち立てら

れるのではないか。その際、まだ若い 3 つ

の建築学科は大きな期待を担っているに違

いない。

- 研究室活動の戸惑い

さて、とこまで、分かったようなととを書

いた。 しかし、私にその資格があるのか。

なにせ、まだ着任して半年だ。正直、原稿

依頼を受けるかどうかも悩んだ。本学と北

九州を少しでも知ってもらえればと、結局

は筆を執ったのだが。

私事だが、生まれてからず、っと東京で暮

らしてきた。今年 4 月から初めて、それ以

外の土地に住んでいる。結果、予想以上に

何の問題もない。急速に多くの建築家や研

究者と知り合うととができた。本学の校風

は風通しが良いので和む。景色も食べ物も

交通の便も良く、肌に合う 。それに皆さん

lJjj ]き回っているから意外なところでも会え

る。インターネッ トもeメール もtwitt er も

あって、今までの人のつながりが意外なほ

どに途切れないのが現代だ。

写真 3 倉方研究室集合写真



ただ、戸惑うことが一つだけある。本連

載の焦点になっている研究室活動だ。理由

もほぼ分かっている。一つは私が初心者だ、

ということだ。助手にも就いていないので、

経験が浅い。二つ目は土地が追うというこ

とだ。これまでに旅行ではたびたび来てい

たが、地元に密着した研究をする上では、

知識も人脈もゼロみたいなものだ。そして

三つ目は、大学の性格が私がこれまで非常

勤などで行っていた大学とは異なること

だ。私の研究室では必須にしたが、本学で

は卒業論文は必ずしも義務ではない。 自校

の大学院に進むのは例外的だ。当然助教も

いないので、研究の継続性という面では難

がある。基本的には教育大学なのである。

そして、だからこそ、社会に送り出す前の

研究室活動は、教育の面でも重要だ。それ

は分かっているのだが・・・・。

- 現地のモノと史料に体当たり

4 月、顔も合わせたことがない新任教員

の研究室に、自ら志望して卒論生が集まっ

てくれた。さっそく週に i 回のゼミを行う 。

みな良い学生たちだ。言われた乙とをしっ

かりやってくる。だが、今ひとつ打ち解け

ない。

よしっ、というととで、対馬にゼミ旅行

に行くことにした。本学の学生の出身地は

幅広く、九州一円や沖縄、四国、中園地方

からもやってくる。卒論生の一人に対馬の

出身者がいた。 対馬は他の言ff も行 ったこと

が無い。私も無い。現地での発見の練習と

して、あえて何も調べないで向かうことに

した。対馬出身の彼は「何も面白いものな

いですよ」と言いながらも嬉しそうに、ち

ょっと緊張して、現地で回るルートをお膳

立てしてくれた。筒、多港から対馬まではフ

ェリーで 4 時間半、高速船ならわずか 2 時

間強だから、東京から少し郊外に行くくら

いの時間だ。

そうしたら、なんと面白いことか。石の

多様な用法、 独特な民家の間取り、集落の

あり方、現地の生態系に対応した民具、自

写真 4 門司ゴルフ倶楽部ハウス

然と呼応した信仰の形一 。中でも珍しい

煉互造家屋に目が止まり、再訪して聞き取

りや実測を進めている( 写真 2 ) 。建物は

対馬の近代史を物語る。学生との距離も少

し縮まったような気がする( 写真 3 ) 。

北九州に関する研究も進めている。一つ

が北九州市門司区にある門司ゴルフ倶楽部

ハウスだ( 写真 4 ) 0 1960年竣工の建物と

前後の経緯について当時を知る関係者から

話を伺い、倶楽部の持つ資料を調査してい

る。見えてくるのは、単にアントニン ・レ

ーモ ンド、の作品というだけでない、戦後の

北九州の歴史と の脈絡だ。

小倉における商圏の形成過程も把握しつ

つある。 とちらに来て興味深かったのはア

ーケードに対する 「銀天街J というネーミ

ングで、その名称の広がりから北九州の影

響圏を探る研究も進行中だ。

どとにでも考えるべきととはある。 しか

も、北九州は明治以降に各々発展した旧五

市が合併した、ほぼ近代しかない街である。

にもかかわらず、近代の都市 ・建築の研究

が厚いとは言えない。研究は広く他都市と

の比較も含めて、日本の近代を捉える際に

重要な視点を提供するだろう 。加えて街の

基盤を見出し、継承する街の未来を生み出

す素地にもなるだろう 。そんなことを考え

ながら、カンに頼った、現地のモノと史料

に体当たりしての研究室活動は続く 。

- 地道で大胆な大学

幸いなととに、 赴任の前後から九州での

イベントに多くお誘いいただいた。 4 月下

旬には建築家の井手健一郎氏らが福岡で開

催している i DESI GNI NGJ 展のシンポジウ

ムに登出し、東京や福岡の建築家と濃密な

意見交換を行うことができた。同じ頃、熊

本大学で九州で初めてとなる建築史学会大

会が開かれ、九州の建築史研究者にご挨拶

ができた。 6 月初めには、松村秀一氏他に

よるリノベーションシンポジウムの第 2 回

が鹿児島で行われ、コメンテーター として

多くの情報を得た。 8 月上旬には松岡恭子

写真 5 谷尻誠氏をお招きした公関連続セミナー

「デザイン ・建築の現在」

氏が中心となって進めている近現代建築ツ

アーMATfukuokaに参加した。同月下旬に

は、福岡県の30代建築家の 5 人展 i 5  x  

2020J でモデレータ ーを務めた。 10月上

旬にはjI Aの全国大会が小倉で開催され、

続いて日本建築学会文化週間の シンポジウ

ムが本学で行われる。

こうしたことを通じて、多くの方と知り

合うことができた。半年前に直接会ったこ

とのある九州の知り合いが 2 、 3 人だった

ととを思うと、変化に自分でも驚く 。乙の

I樹、シンポジウムや非常勤講師などで月に

l 、 2 度ずつ東京と関西に赴き、イベン ト

の準備で、福岡を頻繁に訪れていたこととあ

わせて、北九州の個性についても考えるこ

とができた。

7 月か らは本学の地の利の良さを生かし

て、公開連続セミナー 「デザイン ・建築の

現在」をスタートさせた。聴講 ・懇親会と

も無料とし、本学の学生だけでなく、地域

の大学や実務者の方々の刺激となること、

新たな出会いとして機能することを狙って

いる。広島から谷尻誠氏をお招きした第 1

回には、速く佐賀や長崎からも学生が訪れ、

反響の大きさを実感している( 写真 5 ) 。

サポートしてくれた学生達も生き生きして

いた( 写真 6 ) 。とうしたとともきっかけに、

北九州にある 3 つの大学がもっと情報交換

できるような学生団体を後押ししたいと考

えている。

北九州と いう街には大きなポテンシャル

を感じる。存在するものを認識し、読み替

えていくことが必要で、その時に建築 ・都

市的な思考が果たすべき役割は大きいだろ

つ。

だが、北九州にはまだ 《建築》が十分と

は言えない。同時に、とれほどそれが待ち望

まれている街もそうない。その中にあって、

地道に人を育て、 他方では大胆に動ける大

学という存在は ますます重要になるだろ

つ。

( 文責: 合方俊輔)



調野の家

設計

中井正剛

企画編集 鳥居久人( 作品作風小委員会)

三重県四日市市ののどかな山裾に位置する敷地は、北側の緩やかな山林から続く 、約2 mの高低差を有する。

計画を進めるにあたり、その高低差こそがこの土地の最大の魅力であり、継承すべき記憶と捉え、その地形をそ

のままに生かすことを考えた。

木造平屋建てではあるが、地形を生かし高低差を吸収するため、下駄履きの人工地盤を採用、織り成すような緩

やかなスロ ープで道路と建物 を結ぶことで敷地の特性を トレース した。

この計画においては、建物そのものよりも、地形と建物、そしてスロープそれぞれの関係の決定に多くの労力を

費やした。

その結果、建築物とスローフを配することで、敷地環境の特性をより明確なものとして引き出すことができた。

中井正剛

1957 徳島市生まれ

1996 中井正剛建築事務所 設立

h口p:/ /www.ns- a. com 



特集

建築ストック社会の

形成への展望

少子高齢化や地球環境問題が深刻化する今日、建築においては大量生産 ・大量

消費に支えられた新築中心のスクラップアンドビルドから脱却し、ストック重

視の建築スト ック 活用社会への移行の中にある。

我が国の建築スト ック は、安全上、衛生上課題のある既存不適格建築物等が存

在する一方で、既存不適格ではあるが一定水準の安全性等が確保された建築物

も数多く存在する。ストック 活用社会においては、これらの建築スト ック を時

代の要請に応じて改修 ・用途変更などのリ ニューアルを行い、また安全性等の

水準の維持 ・向上をはかりつつ長期継続的に利用していくことが求められてい

る。また、歴史的・文化的価値のある建造物については、その価値を損なわな

いかたちで継承し、今日の社会的要請に応えるべく保全活用をすることも必要

であろう。

本特集においては、このような背景を踏まえ、建築スト ック の有効活用を可能

とする技術や制度、その先進的な事例を取り上げ、今後の建築スト ック 社会の

形成への展望につなげる。 ( 法令分科会)

E  

総論

ストック活用の建築社会をめざして/ 巽 和夫

• 
各論

ストックを有効活用した持続可能な団地再生一UR向ケ丘第一団地におけるストック再生実証試験一/ 鈴木克彦

ストック活用事例①現代によみがえる阪神甲子園球場/ 海野克則 ・神 道 浩

ストック活用事例②歴史的建造物のストック活用一三菱一号館復元による検証一/ 野田郁子

維持保全マネー ジメン 卜lこ資する建築情報活用への取り組み/ 西本賢二

• 
結び

建築スト ック 社会と建築法制度の課題/ 杉山義孝

本特集企画担当委員

近古11 学/ 河野 学/ 凹上幸二 / 西林浩一 / 演出荷秀和/ iJ_J上住之/ 吉田 純/ 鷲尾p ; 弓



ストック活用の

建築社会をめざして

京 都 大 学 名誉 教 授

巽 和夫

12 謹績と社会 ・2010. 10

- スクラ ップ&ビルドの形成

わが国では第二次大戦後、戦災復興からス

ター卜し、高度経済成長期を通じて建築活動

は飛躍的に拡大した。戦後の本格的な建築活

動が始まったと考えられる昭和25年から 30

年までは年間建築着工床面柏はおよそ3，000

万 rri で推移していたが、 31年以降、 40年 代

に急速な成長を遂げ、ピーク時の昭和48年に

は 2億8，000万 rri にまで達した。建築活動は

建築物の総量の噌大だけでなく、個々の建築

物の大1品模化、 高層化がもたらされ、構造も

木造 9割から、次第に、鉄筋コンクリート造、

鉄骨造等の比重を高めていった。

このような建築活動の急速な拡大の原因

は、高度な経済成長による産業の発展や生活

の向上がもたらす旺盛な建築需要であるが、

その拡大スピードがあまりにも急激であった

ために建築界にさまざまな矛盾やひずみが生

じた。

第 l に、戦後間もない貧しいH寺期に建てら

れた建築物は規模 ・性能 ・デザインともに不

十分で、成長した経済や盟かになった生活に

対応できなくなった。第 2 に、 地官llii 副総や経

済的合理性から、高層 ・高容柏の建葉物への

建て替えが求められた。第 3 に、都市 ・産業

活動の変化 に応じて早期の再開発が求めら

こうした諸々の事情により、物理的寿命に

はまだ達していないが、早期に建て替えに追

い込まれてしまう、いわゆる“ スクラップ&

ビルド" の体質が形成されたのである。わが

国の建築寿命が欧米諸国に比べて 11 2 - 1

13 の短寿命である一つの原因をなしている。

建築社会におけるスクラップ& ビルドは、建

築の需要サイド、供給サイド、社会システム

とからなる循環構造をなしていて、その体質

から脱出するのは容易で、はない。住宅につい

て循環梢造を考察してみよう( 図 1 ) 。

需要サイドの立場にある居住者は、生活水

準の向上により住宅へのニーズが高まり、 地

価上昇の気運からキャピタルゲインの取得を

も期待して持家取得に向かう 。公的金融の利

用が容易にな って若年層や低所得層も安価な

持家へ誘引された。借家に良質な住宅の供給

が不十分だという事情もある。

供給サイドの住宅産業界はもちろん持家需

要は大歓迎であり、住宅の商品化 と生産の産

業化がもたらされた。若年 ・低所得用の需要

を誘引する低価格 ・低品質の住宅をも抱えつ

つ事業量は拡大した。住宅需要の急速な拡大

は住宅メーカーの誕生と成長を促したが、そ

の反面で、 地域に根ざす在来的な工務脂シス

テムを苦境に追い込む結果をもたらした。住

宅産業にとって短期間で、の一佳て替えは、事業

れ、既存建築物の除却が促進された。第 4 に、 機会の拡大につながり歓迎される。

建築技術や建材 - 機器の進歩により、既蒋建 社会システムは、需要サイドと供給サイド

築物が急速に陳腐化した。 そして第 5 に、建 を支えるインフラストラクチャをなしてい

築行政体制が弱体であったため、違法、欠陥、 る。持家の取得と利用に有利なように融資制

そうせい

低質の建築物を族生させた。 度や固定資産税制等が仕組まれている反面、

f  
生活水準の向上

若年・低所得者の持家取得

キャピタルゲインの取得

持家のステイタス

借家の低水準

早期の建て笛え

、
需要サイド

地価の高臆

都市街造の変化

短期の減価償却

固定資産税制

中古住宅市場未霊備

賃貸市場未整備

社会システム

l、
住宅生産の産業化

低価格・低品質住宅供給

住宅の商品化

地i或住宅システムの衰退

公的低利融資の普及

事業機会の増大

， 
供給サイド

図1 スクラ ップ ・アンド・ビルドの循環構造



中古住宅市場や賃貸住宅市場は最近に至るま

で、整備不十分の状態に置かれていた。者11市桝

造の急速な変化 も建て替え促進要因として住

宅産業界に寄与してきた。

このように、スクラ ップ& ビルドの0百lJ，'¥!tl 待

造は、需要サイド、供給サ イ ド、社会システ

ムの三者が相互に因となり果となって機能す

る構造を形成し維持してきた。ストック活用

中心の建築社会を確立するためには、スクラ

ップ& ビルドから早急に脱却しなければなら

ないのである。

- ストック活用時代の到来

建築活動は、 H百羽]50年代以降、高水準で、の

増減の波動を経て、平成 2 年に再びピークを

記録した後、今日に至るまで低下傾向を続け

ている 。建築社会は明らかに構造変化を生じ

ており、大きなH寺代転換を迎えているといえ

よう 。

時代転換の様相を考察してみよう 。

( 1  ) 人口・世帯数の減少、人口構造の変化

わが国の人口は平成17年をピークとして

減少し始め、世帯数も平成27年を境に減少す

ると予測されている。人口・世帯数の減少が

建築需要を冷え込ませることはいうまでもな

い。人口構造は少子化・高齢化を深めつつあ

り、世帯分離による新規の小規模住宅需要の

増加はある程度見込まれるものの、中長期的

には住戸数は 世帯数を上回り、 空き家の増加

を招く 。現在、統計上には14%程度の空家が

発生している 。

( 2  ) 経済の低迷、成長の停滞

今日、産業 ・経済の低迷が続き、成長が停

滞している 。新規産業の創出が困難で、ある一

方で、企業の海外流出が盛んで、あり、圏内的

な産業である建築産業の活動の低下を招いて

L 、る 。産業 ・経済活動の東京一極集中はいっ

そう進行し、 地方部の衰退は著しい。こうし

た顕著な傾向から、建築活動は需要面でも生

産面でも、新規建設から、維持保全、補修、

改修などス トック需要への対応に向かわざる

をえなくな っている 。

( 3 ) スト ックの老朽化、陳腐化

高度経済成長期に建設された建築の老朽化

や陳腐化が進行している。業務用途の建築物

は事業上の必要から建て替えや改修などの対

応が比較的機敏に行われやすいが、居住者の

n 担増に反映させざるを得ない住宅、特に公

共賃貸住宅は対応が遅れている。公営住宅は

ストック 219万戸( 平成17年) のうち新耐震

基 準 ( 昭和56年) 以前のスト ックは132.4万

戸 (60%) 、築35年( 昭和48年) 以上が80.6

万戸 ( 37%) ある。UR住宅ではス トック

76.9万戸( 平成18年) のうち、同様に53.1万

戸 ( 69%) 、及び37.1万戸 ( 48%) となって

おり、いっそう厳しい状況にある 。公共賃貸

住宅のストック改善は耐震化の必要性とも関

連して早急な対応を求められているが、全面

的な建て替えは到底困難であり、多様な改修

手法を組み込んだ施策が求められている 。

( 4  ) 地球環境問題の深刻化

建築分野において地球環境問題が特に重要

問題として認識され始めたのは平成年代に入

ってからで、資源の有効活用、室内空気質の

確保、自然環境との調和などを含んだ総合的

な環境政策がとられるようになった。環境負

荷低減の方向として、 ①鐙築物の共用に伴う

エネルギー消費の削減、 ②建築物の物理的、

社会的な耐周年数の延長、 ①建設における環

境負荷の小 さい材料選択、再利用、再生利用

が打ち 出された。また、建設段階についてみ

ても、 |徐却工事や建設工事、資材 - 廃材の運

搬でのエネルギー消費量やC0 2排出量が非常

に多く、ストックの活用は地球環境問題から

も重要な謀題となっている 。
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このようなスクラップ& ビルドからストッ

ク活用社会への大転換は、建築分野において、

新しい住宅政策として登場してきた。昭和41

年以来、「住宅建設計画法J のもとでフロー

型の政策が推進されてきたが、その限界が認

識されるようになり、平成18年には「住生活

基本法」が制定されて市場重視 - ス トック重

視の政策への大転換が行われた。

平成19年に 1200年住宅J とp う新政策が

登場した。これは住生活基本法の理念に則 り、

①超長期に わたって循環利用で、きる質の高い

住宅ストックを形成する、 ①個人の資産とし

ての価値を維持するとともに、これを社会全

体の資産として承継するという こつのテーマ

が立てられた。この政策は、平成20年度に「超

長期住宅先導的モデル事業j となり、円、い

ものをつくって、きちんと手入れして、長く

大切に使う」というス トック社会における住

宅のあり方を提示して、具体の内容をモデル

の形で広く国民に提示して、技術の進展に役

立てるとともに、普及啓発を図っている 。 こ

うした趣旨のもとに「長期優良住宅普及促進

法j が平成21年から施行されている。

ようやくスクラップ& ピj レドから脱去Hして

ス トック活用を重視する新時代を迎えようと

している。

- 建築ストックの現状

わが国の建築ス トックは、どの ような現状

にあるのだろうか。残念ながらすU玉、建築ス

I 期

昭26- 35

II1m 皿期 N期 V 期

平 2 - 1 2昭36- 45 昭46- 55 昭56- 平2

図2 着工床面積とスト ック床面積との関係
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図3 住宅の構造と居住形態の変化

卜ックの情報は非常に限られている。建築物

に|刻する統計は「建築着工統言'>J など新たに

建設される建築物に関するものが 中心であ

り、建築物ス トック全体を網羅するものはな

い。ストック活用時代を迎えて、 建築物スト

ック統計の整備が急がれている 。その第一歩

として、国土交通省は統計の作成について具

体的な検討を行い、「建築物ストック統計検

討会報告書J ( 平成22年 3 月) を発表した。

この検討では、建築物のストックとフロー

に関する既往の按数の統計を活用して、新た

な建築物ストック統計をまとめている。「延

べ床面相」を量的指楳として、住宅、非住宅

別に、 「竣工年代J I構造J I用途j 別の統計

が得られている。統計結果によると、わが国

の建築物ストックは、平成22年 1 月 1 日現

在 、 全 国 計 で 住 宅539，403万 l1i 、 非 住 宅

203，846万ni 、全建築物合計743，249万l1i とな

っている。約74億 ni である。

この統計を少し加工してフローの建設とス

トックの形成との関係を検討してみたい (図

2 ) 。建築着工J溺 十によって着工床面積を「住

宅J ｉ ｾ Ｇ ￴ 住宅」 別 に、 昭和 ＲＶ 年から平成 ＱＲ 年

までの50年聞を 10年単位に 5 期に分ける 。

次に、建築ス トックの床面積を各期の竣工年

別に プロッ トする。

これによって、各期に建設された建築物が

14  

ストックとしてどのように存在しているかが

明らかにな った。第 l に、 H自利26- 35年( I

矧) に建設されたフローは現在41 . 3%しかス

トックとして存在していないが、当然のこと

ながら時期が下がるにつれて存在率は向上す

る。 V 期の存在率は76.1%となっている。第

Ｒ に、住宅と 非住宅を比較すると、住宅は ｾＧ ￴

住宅よりも各期を通じて存在率がかなり高

い。 これは住宅の耐周年数が非住宅よりもか

なり長く 、 ｾ ， 三 住宅は新陳代謝が盛んで 、あるこ

とを示している 。このような結果として、新

築時の着工床面積の住宅と非住宅の割合は、

全期を通じでほぼ59.1 %  :  40.9%であるのに

対して、ストック床面積割合は73.2% :  26.8  

%となっている 。

住宅の構造と住居形態のH寺代的変化に着目

して、ス トックの木造戸建・長屋建住宅率と

非木造共同住宅率の動向を調べた( 図 3 ) 。

木造戸建 ・長屋建住宅はどんどん減少してい

くのに対して、いわゆる「マンション」に代

表される非木造共同住宅が着実に比重を高め

ている。 しかし、両者の曲線の形からうかが

えるように、 両者は収紋する方向にあり、今

後の推移が注目さ れる。

建築物のフローの蓄積によるストックの形

成に社会の関心が集まりつつある中、建築物

の質的向上が時代のテーマになりつつある 。

水準

建築物の

+一一一一一→

建築基準法

上の最低水準

不適格建築物

図 4 スト ック建築物の質 ・量の分布

ー 不 適 格
建築物

違反

建築物

建築基準法改正 建築基準法改正

I  E  

図5 建築基準法改正に伴う不適格建築物の増加

近年、国、 学界、産業界において、建築社会

システムの改革をめざす施策についての議論

が進められている 。ストック建紫物をめぐる

問題点の一つは「既存不適格建築 |刻 の扱い

である。建築物が建築基準法上の確認を得て

適法に建設されても、建築基準法が改正され

ると、改正以前に建設されだ建築物は建基法

をクリアしていない限り不適格となってしま

う。不適絡部分を適法に改修しない限り、原

則 として、増築等の建築行為は不可能である 。

大多数のス トック建築物は、新築時に法的基

準に対しての余裕が小 さいと考えられるか

ら、現実には不適格の剖合はかなり高いとみ

なければならない。ストック建築物の法制度

上の謀題は他章で詳細に論じられるので、こ

こではストック建築物の質と量の関係の概念

を考察するにとどめたい。

ストック建築物の質 ・量の分布は、 図 4 の

ように表現することができるのではなかろう

か。非常に優れた建築物は少ないし、きわめ

て低劣な建築物もさほど多くないで、あろう 。

建築基準法は建築の最低の質水準を規定して

いるが、現実には「最低J というよりはむし

ろ「標準」として機能して L 唱 。基準法水準

を境にして上方に適法な建築物が位置し、下

方に不適格建築f物、さらにその下に違反建築

物が存在している。建基法水準ラインをどの



辺りにヲ |くべきか、統計的な根拠はないが、 用する財産として、 一面では立派な質の建築

図 4 よりももっと上方に引かれるべき可能性 物として社会に誇りうるものにしたいという

が高い。図 5 は、ストック建築物の質分布が 動機が働くが、他面ではそれとは反対に、賛

同じであ っても、建基法改正が繰り返される 用の節減に努めるべきものとして扱われる場

と、その者|渡、不適格建葉物の割合が増加す 合も多い。ストック活用にはこうした建築部

る様相を示している 。 門に応じて異なる戦111各が求められる 。

. 建築ストック活用の方策

ストック活用の建築社会を目指して、今後

どのような戦略と方策を図るべきかについて

考察してみたい。

( 1  ) スケルトン・インフ ィルシステムの発展

スケルトン・インフィルシステムは建築界

に普及して、今日では成熟段階に達している。

建築物ストックを長期に利用するためには、

長期にわたって変えず、に、活用する部分と需要

の変化に応じて短期に改変すべき部分とを新

築時に計画しておくことが重要でーある 。スケ

ルトン ・インフィルシステムの新たな考え方

が提案されている。スケルトンとしての建築

構造物を地上構造物と 地下構造物とに分け、

地上構造物のスケルトンが解体される場合に

も「超スケルトン j とも言うべき地下構造物

を生かす、と L 、う設計施工技術が提案 - 実施

されている。地下構造物が建設 ・除去11に際し

て地上構造物よりもはるかに大量の資源 ・エ

ネルギーの消賀' と環境への負担を生じるから

で、ある 。スケ j レトン ・インフィ j レシステムは

今後、さらに発展させるべきである 。

( 2  ) スト ック活用戦略の建築部門別の遣い

建築耐周年数が住宅と非住宅とではかなり

異なることを前節で述べた。建紫物は発注者

の性格から 、個人部門、業務部門、公共部門

に分けられ、建築への投資態度が異なってい

る。個人部門の代表は住宅である。建築費や

運営費は家計の負担となるため低減への意欲

が強く{ 効く 。ストックにメンテナンスやリフ

ォームを施して長期に利用するインセンティ

ブがある 。業務部門は民間企業による事務所、

工場、倉庫など。民間企業にとって建築物は

事業のための手段であるから 、建築的な必要

性には機敏に対応して建築物のグレードア ッ

プやリフレッシュ、さらに建て替えを行う 。

したがって耐用年数は短くなる傾向がある。

公共部門は、官公庁舎、市民会館などの公共

建葉物である。国民や市民が共同で所有し使

( 3  ) スト ックの改修と建て替えの仕分け

ストックを活用する過程で、改修を行うべ

きか、建て替えるべきかの判断に迫られる場

合が少なくない。公共賃貸住宅の大量のスト

ックに老朽化 . 1凍腐化が進行しており、改修

のための技術開発や実証実験が行われてい

る。技術上にはかなり優れた成果が上げられ

たが、経営上には問題が多い。例えば昭和40

ｾＵ Ｐ 年代の ｕｒ 賃貸住宅 は住 戸床 面積が狭小

で、階高が低く、壁厚 ・床厚が薄い、エレベ

ータがないなどの難点がある 。改修技術で相

当程度のカバーは施せるものの、コスト ・パ

フォーマンスが極めて微妙なのが実態であ

る。

このようなケースでは、団地 ごと、建物ご

との実態をよく調査して、改修か建て替えか

の可能性について仕分けを行うことが重要で、

ある 。

( 4  ) リユース・リサイクルの技術開発

ストック建築協を改修するか建て替えるか

という判断は、リユース ・リサイクルに関す

る今後の技術開発にも大きくかかわ ってい

る。今日建築物の建て替えに大きな障害にな

っているのは、建築に伴う資源・エネルギー

の大量消賀' と廃棄物の大量排出で、ある 。 した

がって廃棄物の効率的な再利用や再資源化が

実現できるならば、改修と建て替えの経済的

バランスは大きく変化するはずである。社会

的 ・経済的な理由で建て替えが行われる業務

部門の建築では、物理的耐用年限には達して

L 、ないことから再利用の余地が大きいことが

考えられ、 簡単な作業で解体された部材 - 部

品が円滑に再利用できるような建築システム

の開発が必要である。一方、物理的寿命が限

界に近づきつつある共同住宅のようなケース

では、改修 ・補強技術にい っそ う注力すると

ともに、 19ftイ本建材の他用途への再資源化技術

の開発が求められる。

(たつみかずお)
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ストックを

有効活用した

持続可能な団地再生

- U R向ケ丘第一団地

における

ストック再生実証試験-

京都工芸繊維 大学大学院教授

工 学博士

鈴木克彦

16  建築と社会 ・2010.10

スクラップ& ビルドのフロー消費型社会か

ら、 ｉ ｾ 、いものを造り、きちんと手入れして、

長く大切に使う」ストック型社会への転換が

求められる時代となり、再生期を迎えている

住宅団地にも、建て替え以外の方策を模索す

る機運が高まっている 。

こうした社会状況を背景に、約76万戸の賃

貸住宅を管理している UR都市機構では、 「団

地の建て替え j 及び「住戸のリ ニューア j レj

とp う事業手法に加えて、住棟を丸ごと改修

し、従来の階段室型住棟の性能- イメージの

一新を図る技術開発研究に取り組んでいる。

「ルネッサンス計画 1J と称するこの先駆的

な技術開発プロジェクトは、東京のひばりが

丘団地( 東京都東久留米市) 、関西では向ケ

丘第一団地( 堺市西区津久野II r J ) において、

民間との共同研究によりスト ック再生実証試

験が実施された。

- 向ヶE 第一団地ストック再生実証試験

本プロジェクトは、昭和35年に管理開始さ

れ平成14年度より建て替え 事業が進められ

ている UR向 ケ丘第一団地の中層階段室型住

棟 ( 壁式 2棟、ラーメン式 l 棟) を活用して

(図 1) ストック再生実証試験を実施し、高

経年団地の再生の可能性を撚るものである 。

実施計画では、外観も 含めて住棟全体を改

修するとともに、団地が本来持っているラン

ドスケープの良さを継承しつつ、ノ f リューア

ップすることで、さらに住環境の魅力を向上

させるととが目襟とされた。との基本的な考

え方に基づき、平成20年 5 )=1に剣包された技

術提案公募で戸田建設グループ注) が選定さ

れ、 筆者 も共同研究者として参画することに

なった。その技術提案では、全体に通底すべ

き再生の総合テーマとして、 「お年寄りから

若者まで、 ｾｭ もが永く活き活きと暮らせる

“ 街" へと再生していくために」を掲げ、次

のような点に設計上のポイントを設定した。

① サスティナブル ・コミ ュニティの実現

バリアフ リーによる 多世代居住、近所付き

合いの活性化、 設備配管の外部集約、構造や

可変性に菌白昔、したテ、ィ テールなど、長く住ま

L、続けられる住環境を目指した。

① 生活クオリティの向上

住戸プランと住棟空間の均質 さ 狭さを解

図1 実証試験の現場となった向ケ丘第一団地

図2 再生後の向ケ丘第一団地

消するために、減築や増築も併用して、エレ

ベータの増設や住戸内の改修を行うととも

に、住戸まわりや住棟の共用領域を総合的に

豊かにし、自然豊かな環境と様々に気持ちよ

く暮らせる生活空間を創出した( 図 2 ) 。

① 環境共生の実践

断熱・遮音性能の改善や、装置に頼らない

パッシ ブな快適空間設計( 断熱スクリーンや

ウインドキ ャッ チャ一、太鼓張り障子など) 、

屋上や壁面の緑化、既存素材のリユース 等、

技術と知恵のバランスに配慮した環境共生技

術を実践した。

- 本実証試験での技術開発内容

既存環境の良さを最大限に継承しつつ、魅

力ある集住体に再生することを目指して、住

棟ごとに次のような個性ある再生を行った。

(  1 )  26号棟 (壁式 4 階建)

設定したテーマは、「サスティナブル ・コ

ミュニティに向けた団地再生」である 。持続

可能な社会の構築を目指し、各階に共用テラ

ス・路地 縁側テーッ キなどのコモンス ペース

を取り込んだ多世代居住型住棟として再生し

た。具体的には、既存の階段を保全して階段

コミュ ニティ針盤承するとともに、下記のよ

うな改修を実現した (図 3) 。

①E V設置によるバリアフリー化

①一部減築による 「共用テラス j の創出

①多様な一世代が交流でき る 「縁側デ、ッキ」ゃ



図 3 26号棟の改修内容

「路地廊下」の設置

①共用階段の室内化によるメゾネット 化

⑤ 1階部分の増築と低床化 ( ガーデンテラス

住宅、街かど住宅)

島若者が共同居住できる「ミングル住宅j や

多用途の活用が可能な「コミュニティ BOXJ

の設置

⑦共用設備配管の外部化 と修最

ｾ勾配屋狼の設置

( 2)  27号棟 (壁式 4 階建)

設定したテーマは、「生活クオリティの向

上としての団地再生J である。fQual i ty of 

Li feJ という概念に基づいた集住としての暮

らレ性能を向上させるために、下記のような

改修を行い、コミュニティ型住棟として再生

した。

①居住中の施工を想定したE V設置

② 1階住戸を減築してのピロティ 化

① l 階住戸のコンパージョンと増築

①床スラブの開口によるメゾネット化

⑤オートロック機能のある住椋エントランス

への改修

( 3 )  28号棟( ラーメン式 5 階建)

設定したテーマは、「環境共生社会に貢献

する団地再生」である 。そのため、下記のよ

うな施工を行い、リユースやパッシブ技術を

取り入れた環境共生型住棟として再生した。

①上部 2層 減 築 ( 図 4 )

②軽量外装材による外断熱改修

①「 リユースギャラリーJ の設置

ふれあい

喫茶の風景

① 自然エネルギーをぷ- 大限活用する「エコ住

宅j や「菜園付住宅j の設置

⑤接地性を高める木製フロントテ "J キ設置

- 施工に当たっての法対応

以上の施工内容は実証試験であり、竣工後

の入居を想定していないが、今後の実践展開

を視野に入れ、砂ｾ市と各種法協議を進めなが

ら設計施工が実施された。26 ・27号線につい

ては増築に伴う計画通知が提出され、審査 ・

検査が行われた。E V練は別棟の申請単位と

みなされ、 E V以外の噌築を伴う改修は、既

存建物の冊、l震診断等が不要となる条件 (50 rri 

以下、 EXP. J t長合) における有効な設計手法

に取り組まれている。大規模に当たらない修

繕 ・模織替え( 減築、屋根設置、壁 ・床開口等)

については、耐震診断等により構造耐力上の

安全性を確認した上で施工を刻包した。

現行法の範囲内でも公私空間の再編を含め

多様な改修が可能で、あることが実証できた

が、現行の法体系は新築を前提とした規定と

なっており、残された謀題も多い。私法や行

政法を含め、ストックの有効活用に対して公

益性の論理を導入した法整備が望まれる 。

- 竣工後の検証計画

向ケ丘第一団地スト ック再生実証試験は、

本年春にモデル住棟が竣工し、今後の団地再

生の実践を見据えて、来場者へのアンケー卜

調査や模擬居住実験等様々なモニタリング調

査を実施している 。また、コンパージョンス

ペースを活用した従前居住者による「ふれあ

い喫茶J (図 5 ) を開催し、 生活体感による

検ll il :も行っている。様々な検証内容は、施工

性 ・コスト ・工期のみならず、居住性やデザ

イン性・事業A 性まで視野に入れ、生活者の観

点から、ストック再生効果を明らかにしてい

く計画である 。その検証成果は、今後本格化

するであろうス トック活用やニ ュータウン再

生といった社会的課題のj鮮がとに大 きく寄与す

ることが期待される。

なお、大胆な住棟改修が行われた向ケ丘第

一団地の姿は、来年 2 月まで現地公|品iを予定

しており、見学希望日を下記のURl都市機椛

西日本支社のH Pから申し込むことができる 。

ht t p: //www.ur-net. go.jp/west/Renaissance/ 

it) 戸III 主主投グループ ( 代表) 戸EEI 雄投株式会社大

阪支版、若築建設株式会社大|坂支版、) ;1:1' 111.工芸繊

維大学鈴木研究室、株式会+ 出回逸郎空11111lI 1，打研

究所、米谷良 ｦ ［￮設言 ｼ 工房、株式会社利 ｉ｝｝ｾ 築 ｴＵｺｖ ＱＡｪ

研究所、 ( グループ協力企業) 大阪ガス株式会制

( すずき かっひこ)
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甲子園球場 (大正13年) 写真提供

当初設計・施工/ 大林組

改修設百| 施工/ 大林組

固

ストック活用事例①

現代によみがえる

阪神甲子園球場

側 大 林 組 大 阪 本 庖

建 築 事 業 部 建 築 設 計 部

海 野 克 則 / 神 道 治

写真提供. 大林剥l

18  建績と社会 ・2010. 10

わが国の熟成にあわせて、建物の新築が加

速的に減少している 。それに呼応して建物を ・阪神甲子園球場改修の企画

再利用 していくことの重要性は、「建物の長

寿命性J rサステ ナブル建築J rコンパージョ

ンj など視点を変えて議論され、本誌でも特

集が組まれてきた。この聞にも H寺代の選択は

厳しく 、歴史的、文化的仙i値のある建造物が

街並みから次々と姿を消している 。かかる今

日的な課題の選J朋支を市場性のみに委ねるこ

とはできないし、単純な1有神論で、解決すると

も思われない。

甲子園運動場開きの入場式 (大正13年 8 月1日)

写真提供阪和1

'

;'江鉄(掬

今回は、歴史的建造物が良質なス トックと 阪神甲子園球場は、高校野球の開催を主な

して残されていく背景や環境にフォーカス 目的として大正13年に建てられた日本最初

し、その仕組みの可能性について模索したい。 の本絡的野球場である。以来、プロ ・アマを

ここ数年、大林組が改修設言|者 ・施工者と

して参画した歴史的建造物保全活用の実例を

紹介する 。いずれも大正- 11自利初期、わが国

が最も高揚した |時代、「昭和維新」に建設さ

れた。保全改修後、建物に込められた当時の

熱L、想L功 t継承され、者11市のストックとして

活躍している 。

この中から 、今回のテーマに即して、阪神

甲子闘球場での取り組みを紹介したい。

ルポンドシェルビル (大正15年)

当初設計 ・施工/ 大林組

改修設: 11 ・施工/ 大林組

第18回BE L CA1t

写真提供

大林組

武庫川学院甲子園会館 (昭和 5年) 写其提供

当初J 設計/ 遠 藤 新 大林組

当初施工/ 大林組

改修設計 ・施工/ 大林組

第17回BEL CA1!

.  tfi 1  [ [ 1西宮;rli 都市景観形成建築物

問わず数々の名勝負・名シーンの舞台となっ

てきたが、老朽化が進み、全面的な見直しが

必要とな った。

見直しにあたって、「ドーム屋根J r移11去新

築j などさまざまな案が検討されたが、「高

校野球は青空の下でJ r天然芝には自然光が

必要j ということでドーム案等は見送ら れ、

最終的に現地でのリニューアル案が選択され

た。そこで、既存自国体を残しつつ「歴史と伝

統の継承J r安全性の向上J r快適性の向上」

をテーマに、耐震補強 ・設備の更新 ・スタン

ド観覧席の環境改善 ・新銀傘の設置 ・ロイヤ

ルスイートの新設などの全面的なリニ ューア

j レを行うことにな った。

- 改修設計の概要

甲子園といえば「天然芝、県土、ツ夕、銀

傘、特徴あるスコアボード」といった誰もが

思い浮かべることのできるアイテムがあり、

それらを更新しつつ継承していくことを目標

とした。

「銀傘J : イメー ジ継承を前提にシルエッ ト

はそのままに、規模を竣工当初にあわせ、既

存のものより拡張し、1f.J'ti i域環境を向上。また、

高さを上げてロ イヤルスイート階を増設し、

国内外の新築球場に見られる特別観覧室を装

備した。

「ツタ ・外壁」・大正H寺代、 4. 5カ月の突貰

で施工されたコンクリート 打放しの外壁が殺

風景であったため、既存のツタは油樹されたo

ｾｉ ｩ￯ 休補強 のためにツタをいったん撤去する 必

要があり、移植し、再植樹することとした。



また、そのツタとの相性、耐久性、施工性を 路 ・横通路ともに増設、「劃南下に荷物置き場

考慮した外装材が求められたが、その当H寺も も設置するなどの改善を行った。また各エリ

う少し工期があれば先人たちも積みたかった アに車椅子席、移動用のエレベーターも増設

であろう、甲子園球場にふさわしいレンガの しバリアフリー化を縦し進めた。新設したロ

中空積みを選択した。 イヤルスイートは全室個室タイプで、室内か

- 安全性の向上

築80年を超す建物を壊さずに耐震補強を

行い、安全性を向上させている 。市ミ鹿補強の

全体的な方針としては、 3 階建てのRC構造

であるJ t 附悩体の椛造d性能を考慮、し、耐擁

壁の新設 ・増厚を主体とする、 強度型の耐捜

補強としている 。補強内容としては、外壁面

の耐震壁化、外付けフレーム補強および建物

内部における耐震壁の新設 ・増厚である 。あ

わせて外壁面では、補強により既設R C音11の

劣化防止も図っている 。

以下では、新銀傘を上部に梢築する内野ス

タンドの梢造補強に関して述べる。

内野スタンドにおける耐震補強は、大きく

分けて、 ①外壁面の耐震壁化①スタンド聞の

耐震壁効果を期待したスラブ補強①短辺方向

でのトラス型補強ーの 3つが挙げられる。①

については、スタンド面が傾斜している乙と

により、負担する面内せん断力の鉛直方向成

分を、 耐震壁効果と 同様の扱いとしている。

①の短辺方向のトラス型補強の概要を図 1 に

示す。三角形の形状の構造体を耐震要素とし

て活用している。また、 卜ラス型補強の基礎

部については、基礎梁のない既存の独立基礎

聞を連結する目的で基礎補強を行うとともに、

補強した基礎には、核地面柏が増える乙とに

よる連続基礎としての役削も期待している。

らもバルコニー li古からも観戦が楽しめる 。

- 特別用途地区指定と全体計画認定制度

阪神甲子困球場は建物用途上観覧場に該

当、立地 している第二種住居地域では既存不

適絡建築物扱いになり、増築を含むリニュー

アルの実現が難しかった。時期を前後したが、

特別用途地区が都市計画決定され、それに基

づく条例が制定されたため、大きなハードル

を越えることができた。

阪神甲子園球場は大正13年竣工の観覧場

で、以降増改築が繰り返されているが、ほと

んどが建築基準法制定以前のものである 。基

準法制定以降の部分的な改修工事に関しては

西宮市に「不適格建築物調書」と「特殊建築

物等定期報告書J を提出し、当該改修工事終

了以降も、球場が「既存不適格建築物j であ

ることを確認していた。今回のリニューアル

では、高校野球 ・プロ野球の開催を妨げない

ようシーズンオフを中心に 3期( 球場本体は

2 期) に分けて工事を行う必要があるため、

既存不適絡建築物の増築行為を 2年間にわた

り球場を使用しながら行うことになる。

そこで、基本設計を開始した年に施行され

た「全体計画認定J*制度に着目した。「全体

計画認定j の適用にあたっては、第三者機関

による「防災評定」を受けることで、安全性

を確保し「全体計画認定」を受けた。

第 1期 工事期 間

(H19年 10月- H2 0年3 月)

内野 1 - 3階エリア/ リニューアル

工事範囲の確認済証取得

第 1期 工事完 了 後 営 業 期 間

(H20年 4 月- H2 0年9 月)

内野/ 検査済証取得

アルプス外野/ 既存不適格

第 2 期 工事期 間

(H20年 10月- H21年3 月)

アルプスー外野/ リニ ューアル

銀 傘 照 明I苦更新

全エリアの確認済証再取得

第2 期 工事完 了 後 営 業 期 間

(H21年4 月- H21年9 月)

全エリア/ 検査済証取得

第3 期 工事

(H21年 10月- H2 2年3 月)

付属棟/ 増築

外備竪備

また、「全館避難安全検証法J を用いて

4 万人を超える観客をスムーズに避難させる

ために、火災室と避難通路となる廊下との聞

を防火防煙区画とすることで、階段を |勿火壁

で囲わずオープンにし、ネックとなる扉など

を免除し、避難安全性を向上させた。

￭ ｬ ｾ ぢ災普 ｆ 定」の中では、 l 期工事完了後( 既

存不適絡部分が残っている状態) の営業中の

状況についても、詳細な協議がなされた。

- 求めうれる積極的な取り組み姿勢

本例では、阪神甲子園部場を残す 「語、義」

を鐙築主・設計者・施工者そして建築行政が

共有し、「技術力j と「法制度」を乗算する

ことで、目指す「都市のストック J としての

上記認定において第三者機関による梢造安 再生を成し得た。 この事例は課題f!t(，決への一

- 快適性の向上

外周柱補強

外壁織強

(外壁は劣化

防止兼用)

日本人の体格が大きくな ったことで既存の

観客席が狭いイメー ジが あったが、 内野席で

は客席の前後l隔も拡張し、ハイパックチェア

ーも 一部採用するなど、大幅に改善した。縦

通路が少なく、席によ っては トイレにも行け

ない状態であったアルプス ・外野席も縦遇

全審査を要した背景として、既存構造体のコ

ンクリート、鉄筋および鉄骨の各構造材料が

J IS規格制定以前のものであり、基準強度に

関する 百円ui が必要だったことが挙げられる。

これら材料の強度設定を含め、「言午容応力度

等計算に基づく安全性J およ び 同捜 診断に

基づく安全性j について「構造安全審査J (日

本建築総合的検所) を受けた。

*  r全体計画認定」

平成17年 6 月H Iに施行 ( 建築基準法第86条の 8)。

既存不適絡建築物を級数の工事に分けて段階的に建

築基準法令の鋭定に適合させていく計画iについて、

特定行政庁が認定を行う制度。

筋の光明として捉えることができる。

一方、新築中心のスクラップアンドビルド

が進む最大の決め手が「経済性J - i投資効

果」に委ねられている fjt在、技術者である私

たちは、その現実に真撃に向き合い、手続き

の煩わしさや新築の魅力に抑されることな

く、ストック活用社会に向けて、積極的な取

り組み姿勢を強めていく必要がある 。

この行動こそが、今世紀に求められている

『技制ij J のひとつであることに間違いはない。

( うんの かつのり/ じんどう ひろし)
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咽骨子ＮＮＭｴ ｦｩｾ 金事内全九
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明治38年に描かれた改修平面図

ストック活用事例②

歴史的建造物のスト

ック活用一三菱一号

館復元による検証-

(附三菱地 所設計

建築設計四部副主事

野田郁子

三菱一号館は、明治27年に竣工した丸の

内最初のオフィスピルである。高度経済成

長期の昭和43年に解体されたが、当該街

区の 2 度呂の再開発により、地上34階建の

タワーと一体の開発として2009年に復元

された。

煉瓦組積造 4 層の上に木造小屋組の屋根が

載った構造で、棟割長屋形式のプランが特

徴。

ジョサイア・コンドル設計。
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方法を選択する 。その場合には、復元と間違

・復元する、ということ われないよう現代的な素材 ・デザインを用い

近年では、建築の保存 ・再生、リノベーシ る とした。あくまで、も建物が残っていた場

ョンなどの事例が増え、その考え方はかなり浸 合の保存 ・再生と同じ考え方に基づき、当時

透している。 しかし今回の計画は、建て替え の建物をできる限り忠実に復元した上で必要

により 一度失われた建物を40年振りに建て直 な要素を加 えてL ミく方法を採用した。

す「復元」であったこと 、もともとの建物が

指定文化財等として位置付けられていなかっ ・明治をなぞる作業

たことなど、実際に建物を造ると L ヴ物理的

な問題の前に、復元するとと自体が世の中に

受け入れられるかどうかを議論する必要があ

った。

そこで、まずは計画の中核となる「復元の

意義j について、 2 つの復元検討委員会( 日

本都市計画学会 - 日本建築学会関東支部) に

おいて検討を行った。そして 『日本における

近代オフィス街丸の内の原点となる建築を原

位置に復元することで、近代都市の歴史を発

信する意義がある』 とされ、できる限り忠実

に復元することで、 J . コンド、ルの作品 ・近代

オフィスビルの原点- 丸の内オフィス街の原

点としての価値や、当 H寺の設計思想・建築技

術iを解明 し、 体験 -継承する価値があるとさ

れた。 しかし、どれだけ忠実に復元したとし

ても、あくまでも煉瓦組積造の新築建物であ

るため、指定文化財の保存 ・再生のように法

の適用除外を受けることはできない。よって

明治の煉瓦造建築をどのように現行法規に適

合させるのか、また防災・安全性の確保、美

術館としての活用に必要な機能をどのように

付加するのか等が課題となった。

- 復元の基本方針

復元の基本方針は、次のように位置付けら

れた。①復元|時点は明治27年竣工当H寺。原位

置復元を基本とする( 地区計画の壁面線を守

るため約1. 6m西ヘ移動した) ②復元範囲は

史料から根拠が得られる範囲( 外部 : 全体/

内部 : 共用部 ・一部の室) ①免震桝造を採用

することで、基礎を除くｾｾ瓦造および木造 小

屋組に新たな補強は加 えない④材料は安全性

を検証した上で可能な限り同種のもの、調達

不可能な場合は近似 したもので代替する⑤改

変は、法規 -安全性 -バ リアフリー活用のた

めの最小限にとどめる 。乙の|祭、できる限り

初を変えるととなく必要な機能を付力IJ する

既存建築を再生する場合は、まず建物の調

査から始まり、様々な検証を経て実施設計、

工事へと進められて L 、く 。今1m、そ れ らと最

も異なる点は、上記に加え、 何 もない状態か

ら建物 を机上復元するための「設計J 段階が

あるということだろう 。まずは限 られた当初

図、実測図、保管されていた当初部材、写真

などの根拠史料を基に図面化 してL ミく 。建物

を構成する煉瓦が尺てj-で、あったことから尺貫

法で実施設計さ れたと判断 し、 根拠史料のフ

ィート( 設計図) 、尺( 実施図 ・当初部材) 、

メートル( 解体実測図) を尺寸に読み替えて

設計した。実施設計図や施工図はこ れをメー

トル寸法に換算したため、小数点以下 3桁の

数字が並ぶ線維なものとなった。

内装や梢法については根拠史料が限られて

いたため、コンドルや弟子たちによる他事例、

明治時代の西洋建築マニュア j レ、同時代にお

けるイギリスの文献建築部材カタログなど、

できる限り多くの史料を参照し、 桝法やデザイ

ンを決定 した。材料については、その選定子)1頂、

使用された材料のボリューム、それらの調達や

加工に掛かる時間・段取りについての具体的な

数値や方法を知ることができた。加工はでき

る限り当初 と同じ方法とし、安全のための補

強は追加する形とした。また施工は安全と工

期短縮を優先させるため、タワークレーンを使

用するなど現代の技術に置き換えた。

- 現代に「明治時代J を新築する

・煉瓦組積造の復元 J コンドルは、 明治

24年に起きた松尾地震におけるかR瓦造建築

被害の教訓を活かし、 ①壁j手の増②開口部上

下の壁体水平目 地内への帯鉄挿入①セメン ト

入りモルタルの採用①小屋組の振れ止め材追

加などの耐震椛法を採用 した。復元において

も、当初 と同位置の開口部上下 lこ帯鉄36mm

x  1. 6t  (S S400) を岡本数挿入した。 さらに、



煉瓦組布!i 造部分の改変をしないという方針の

下、現行法への適合( 大臣認定) 、今後100

年以上の耐周年数、また美術館用途としての

活用を考倍、し、 免震精進 [ 鉛入 りt ' l層ゴム

(LR B)  12基 ・稿用ゴム (RB) 21基の計 33

基/ オイルダンパ- 8 基] を採用した。また、

煉瓦組積造が仕;隊規定外であること、かつ強

度値は使用材料および施工法の良しあしに左

右されるため、構造実験にて組秘体の許容応

力 ｊ 立を決定した 。 型Ｊｾり戎型による復元煉瓦は、

現行の基準 (JI S A  5210- 1994、圧縮強さ

30N /  mm
2

以上) をクリアしたものとした。

これらの実験によって、必 ｾ 瓦造の 構 造特 性 や

帯鉄によるが!i 瓦壁のTij '，れ止めの効果なと、が確

認されている 。一方、床についても濃尾地震

の教訓|から防火床 (11命入鉄骨梁の内側に波型

鉄板を敷き込み、煉瓦粒入りコンクリートが

打ち込まれたもの) が用いられていた。復元

にあたっては、美術館として要求される耐荷

重を満たすため、梁せいは変えず肉厚や梁幅

を増すことで対応し、がI i 瓦粒はワ イヤーメッ

シュに置き換えた。また実験により 1U寺聞の

耐火性能も確認された。

. 防火地域における木造小屋組の復元 屋

根はクイーンポスト トラス形式の木造小屋組

( マツ材) が用いられており、今回も架椛形

式 ・材質ともに当初通り復元している。接合

音11は解体時の写真及び文献等から金物と過し

ボルト 、金釘、棋打ち込みなどを組み合わせ

たものであ ったが、復元では金釘、機打ちを

ラグスクリューに置き換え、実大言式l験によっ

て強度確認を行った。また、防火地域におい

て木造小屋組は建築基準法の仕様規定に抵触

する 。同じように木造小屋組をもっ歴史的建

築物の保存改修事例では、小屋組を鉄骨造に

置き換えて耐火桝造としたり、 小屋組の下に

コンクリー トスラブを設けそれを耐火構造の

屋根とみなすなどの方法が一般的であるが、

今回は忠実な復元が求められているため椛造

形式を変えることは避け、 耐火性能を有する

木造屋根の開発を行った。小屋組の陸梁と天

井の聞に石 Ｑ ｾ ＱＧ ボードによる耐火層Ｈ強 化 石口ﾭ

ボード21mmＳ 枚目 ｉ ｾￎＩ を設け、屋根面を当初

通りスレー ト( 不燃材) で葺くことによって、

屋内 ・屋外火災に対して延焼防止を図る計画

とした。そしてボード面を貫通する設備のダ

クトや配管を加味した耐火実験を行い、屋根

の非損傷性 ・遮炎性をH(g認して大臣認定を取

得している。また、今回の復元計画では建物

の桝造や椛法を来館者に公開する乙とが重要

であると考え、室内から小屋組みが見上げら

れるよう 一部の室にガラス天井を設けてい

る。水平面に使用するガラスの耐火認定品は

存在しないため、ケイ酸ソーダ入り柏層ガラ

ス( 発泡材 8層 - 計33mm厚) を鉄骨フレー

ムに吊り込み、 60分の耐火実験を行 った。

・避難計画 三菱一号館は、中廊下形式と

i棟割長屋形式の 2 っからなる L 字型平面をし

ており、メインの石階段と 6 ヵ所の鉄骨階段

がある。 しかし棟割長屋部分は平面の横波り

ができず、鉄骨階段は避耳目に必要な l隔員 1200

mmを満たしていない。そζ で外壁入隅部に

段小限の廊下と階段を付加 lし二方向避難を成

立させた。また石|格段は避難階段としての幅

員は満たしていたが、踏段が直接廊下に面す

る形状をしているため竪穴区画が成立しな

い。通常はここに防火扉やシャ ッタ ーを設置

して区画を形成するが、意匠性を尊重して階

段室と廊下、エレベーターシャフ卜などを含

む地下 l 階から 3 階までの 410のエリアを一

つの竪穴区画として 捉 え、 加 ｼ 圧 ｉ ｾｊ 排 煙を行う

計画とし、避難安全検証法により安全性を確

認することで当初通りの空間を忠実に復元す

ることができた。避難経路となる廊下の内装

は不燃下地に認定品の不燃木、ンー 卜を貼って

木製の意匠を再現した。

- 活用するために必要な機能

仮に三菱一号館が残っていた場合、

乙乙までは建物を「スト ック」す る手

法である。これを「活用J するために

は、バ リアフリー対応( 条例適合) や

ビ、ル管理の視点から安全対策などが求

められ、加えて美術館として活用する

ための性能を盛り込む必要がある 。前

者は、段差解消のエレベーター設置や B  

吹抜まわりにおける落下防止対策の面

材設置などがある 。後者は、展示室の

空気環境 ・光環境を安定させるための

インナーサッシュ設置や空調の追加な

ど様々な要素がある。これらはすべて

復元された空間の中に入れ子状に梢築

し、活用のために付加 されたものであること

が分かるよう、敢えて現代的な素材 ・デザイ

ンを採用している 。

- 大きなプラモデル

一般的に物の構造を理解するには分解して

みるのが一番である。今回の建物はその逆回

転であり、何もない所にーから造り出した。

分解して知るスピードの何倍もかか ったかも

しれないが、明治期に設計~施工された過程

をすべて追体験することでその設計思想 ・桝

造 ・桝法などを |判々まで知る乙とができた。

煉瓦組柏造の桝造特性や構法など、当 11寺の建

築技術に関するノウハウを蓄積できたことに

加 え、限られた史料を根拠としてE則字しない

建物を復元する設計手法も得られた。結果と

して、今後古い建物をストックし活用するた

めに必要な様々なアイデアについて実験 ・す

証する事例となったのではないだろうか。

旧三菱一号館は、 H百羽]43年に解体されるま

で、大きな改修もせず7'1年間使われ統けた。

ごれはH自利H寺代のビルと比較すれば十分に長

命である。それは日本の風土に合った明治の

最新建築技術がふんだんに盛り込まれていた

からであり、今回の復元工事においてその効

果が立証された。明治期の技術者たちによ っ

て知恵を絞ってー丹念に建築された建物たちは、

現行法規や活用に合致させるためのアイデア

と制度さえ整えば、これからも生き続けられ

る。そのような事例が今後も増えていくこと

を願っている。 ( のだいくこ)

復元建物の断面図
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維持保全マネージメント

に資する建築情報活用

への取り組み

東京大学 生 産技 術 研 究 所 助手

西本賢二
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- 建物の長期利用の実現に向けた

情報管理技術

資源環境問題やC 02削減などフィジカルな

課題に対して、住宅・建築物の長寿命化は大

きな影響力を持っており、持続可能な建物の

必要性が説かれるところである 。 さらに持続

可能な社会を実現していくためには、住宅 ・

建築物がその空間を媒体とした健全なコミュ

ニティ ( 子供の教育- 老人の介護など) の場

として十分な役割を果たせる乙とが求めら

れ、機能的な耐久性の権保も 重要となっ てい

くと考えられる 。 こうした長期にわたる住

宅 ・建築物の活用を可能にするためには、よ

り繊細かつ綿密な維持管' 理が求められ、その

実現には建物の生産情報や維持管理の履歴情

報を蓄積し活用できる環境の梢築が不可欠で、

ある 。

住宅産業で、は、 以上のような背景から、「住

宅履歴情報」を整仙し、メンテナンスやリフ

ォーム、さらには中古転売l侍に役立つ情報な

ど、長く住み継ぐために必要な情報を貯めて

い乙うとする動きが活発になりつつある。

一方、近年における IC T ( 情報通信技術)

つまり、住宅履歴情報は「多くの情報を、長

期間、多くの主体の問」で管理さ れる必要が

あるため、そもそも情報が散逸しがちであり、

これまできちんとした情報管理がなされてき

ていないのが実情である。 しかし、先に述べ

たように、住宅履歴情報の必要性の高まりに

加え、 IC Tの向上により技術的な諜題は広い

範囲でクリアされつつある背景のもと、住宅

業界の中で住宅履歴情報の在り方について検

討が行われ、平成21年度には住宅履歴情報整

備検討委員会から日主宅履歴情報の蓄積・活

用の指針j が策定されている。これは、住宅

履歴情報の蓄積・活用について住宅市場にお

ける事実上の標準( デファクトスタンダード)

として、最低限必要な共通の仕組みをとりま

とめたものとなっている。

この仕組みにおいては、住宅所有者の住宅

履歴情報の蓄柏 ・活用を支援する機|英!として

「情報サービス機関J (図 1 ) が新たな主体と

して登場している。この情報サービス機関は、

住宅問藍情報が住宅所有者のものであるとい

う前提ものもと、住宅所有者の依頼のもとに

住宅履歴情報の蓄積 ・活用を代行する機関で

ある。『住宅履歴情報の蓄積・活用の指針』

の進歩はめざましく、インターネットを代表 では、この「情報サー ビス機関」が行う業務

と したネ ッ トワーク ｊ 封 ｉｾ 、ノ ー ト ｐｃ や携帯電 についての共通のルールが設定されており、

話などの端末機器、さらにはQRコードや [ 多くの情報を、長期間、 多くの主体の|昔IJ

RF I Dといったタクーデバイスなど、幅広い分野 で住宅履歴情報が活用される 「オー プンなシ

で、開発が行われ、実用化がなされている。住

宅履歴情報の整備においても、これらの情報

通信技術を取り入れ、より効率的な仕組みを

実現しようという取り組みが進められている。

本稿では、制限t保全マネージメントへの活

用が期待される住宅履歴情報の挫備につい

て、基本的な仕組みとともに、実際に運用が

開始されている住宅! 霞歴情報管理システムの

事例を紹介する。

ステム j の実現が念頭におかれ、「共通のI D

の利用J [ " 情報項 目の標準化J [ " 共通の用語の

使用j などに言及している 。

- 住宅履歴情報の効果

次に、住宅履歴情報の整備によ って、 期待

される効果について以下に述べる 。

まず、ひとつには、その住宅がどのように

情報サービス機関

- 住宅履歴情報整備

の基本的な仕組み

人工物としての建物

の特徴として、物理的

に大きく、その寿命が

長く、多くの主体がか

かわって成り 立って い

ることがあげられる 。

白 住 宅 履 歴 情 幸 同 百 主 舗 の 阿 国

野間入 百 〆4 の;p

情報活用者

住宅履歴情報を活用して

リフオ ム等の行為を行う者

図 1 住宅履歴情報にかかわる各主体
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つくられ、どのようにメンテナンスされてき

たかということが明らかになることで、住宅

の価値の判断に資することがあげられる( 図

2 )。健全な中古市場が形成され、住宅に大事

に住まう必要性が顕在化するととで、維持保

全の経済的役割が明確になると考えられる。

次に、住宅の維持保全やリフォーム業務に

おいて、事前に対象物件の情報を得ることに

よる効率の向上が考えられる( 図 3 ) 。例え

ば住宅の損傷箇所やその程度について WE B

上で把保したり、聞けてみないと分からない

といった隠ぺい部の情報を、蓄積された写真

から J自慢することで、より精度の高い工事計

画を立てるといったことが可能となる 。

- 住宅履歴情報管理システムの具体事例

具体的に住宅履歴情報管国システムがどう

L 、ったものか、イメージをつかむための事例

として、宅者らが開発に携わった r SMI LE

システムJ を紹介する。

S MIL Eシステムは、東京大学生産技術研

究所野城研究室、東京ガス株式会社、有限責

任事業組合住生活情報マネージメントシス

テム企画|削の共同研究によ って開発された住

宅履歴告のWE Bシステムである 。本システ

ムの運蛍者は、情報サービス機|英!として情報

提供者( 生産者) からの情報を一元管理 ・保

管を行う 。住まい手は、その情報を自ら閲覧・

使用するとともに、リフォームや耐震診断な

ど、場面に応じて必要な ｗ ｩ ｾ 殺を必要な主体に

閲覧言午可し、ソリューション提案を受けるこ

とが可能となる。

想定されるソリューシ ョンは次の通りである。

①住宅の設計図書をはじめ施工記録、維持

管理履歴等i'ix逸しがちな情報を収納、長期間

にわたって管理し、住まい手が適時利用する

ことを可能にする。

①建物の情報だけでなく、住宅設備機様、

家具、家電などの耐久消賀財の管理、エネル

ギー・モニタリング、そして、それらを経済

的側而から見るための金融情報管理! 機能を付

加することで、住に|刻する情報のトータルな

管理 ・利用を支援する 。

①住まい手が、これらの情報を、商品 ・サ

ービスを促供する事業者や各分野の専門家と

共有することで、コンサルテイングを受ける

など、双方向で情報交換する場を設ける 。こ

れにより、住まい手が住生活を自律的に管理

し、問題解決ができるようなる 。

I SMI LEシステムの機能

. 住宅アプリケーション

新築H寺、購入 JI寺の設計図書や設備の保証書、

図4 住宅アプリケーショ ン

マニュアル、修繕履歴などの書類を、住宅オ

ーナーがいつでも参!被できる形で蓄積する。

具体的には図 4 のように「設計図書 ・工事 ・

契約関連一覧」というぺージの中でサムネー

ル( 縮小画面) 表示されたファイルに格納さ

れる 。それをクリックすると、その設計図書

等の属性情報( 図面名称 ・作成者 ・作成日 ・

登録者など) が示され、さらに、画像データ

のファイル名をクリックすると PDFデータ

が表示される仕組みとなっている。

これらの情報によって、 ①修盟、 リフォー

ムの効率を上げ、コスト低減をはかる ①予

防的メンテナンスによる建物の資産側値 ・品

質維持 ①住宅の履歴t情報を活用した中古住

宅の流通促進 ①図面情報を基にした簡易単

身診断サービス等の事業の可能性 といった

ととが期待できる 。

. 耐久消費財アプリケーション

このアプリケーションは、家具、家電など

の耐久消賀財の基本情報、画像、購入履歴を

一元管' 理し、リスト 化する機能を有している

(図 5 ) 。乙のアプリケー

ションも住宅アプリケー

ションと同線に「住宅設

備- iむというぺージの

中に個別のファイルを管

理する仕組みである 。

また、このアプリケー

ションではリンク設定を

可能にしている 。例えば

取り扱い説明書等は、弘l

造メーカーがホームぺー
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図5 耐久消費財アプリケーシ ョン

2008/01......200・/ ほの合計1;1: 2. 381 KWhです.

注〉データ1 1 ' 入力されていIJ い場合16，0として計草されるのでご注怠くどきい.

図6 エネルギーアプリケーションド4 脆 育問 は

ジでダウンロードサービスを行うケースが塔1

えており、その該当ぺージとリンク設定する

ことによって、故障時や緊急時に不明になり

がちなこれらの情報を迅速に入手することが

可能になる 。

これら耐久消費財の情報は住宅アプリケー

ションに蓄積された間取り、内装配線図等と

併せて、家具 ・家電のトータルコーディネー

トを依頼するといったことが可能になる。ま

た、個々の製品の点検 ・修理の記録を蓄柏す

ることも可能である。 さらに、近年多発して

いる製品リコール発生時には、該当製品であ

るかの確認が簡便になるといった、消費者製

品安全法への対応も期待できる 。

・エネルギー・アプリケーシ ョン

エネルギー・アプリケーシ ョンでは、 図 6

のように毎月の電力、ガス等の使用量、およ

び使用料金を自動的に蓄積し、時系列による

一覧表示が可能となってL 、る 。

運用エネルギーの使用状況を可視化するこ

とにより、住まい手の省エネルギーの意識を

養うとともに、住宅情報 ・耐久消賀'財情報を

基にした総合的なエネルギー使用の合理化提

案、省エネ設備の導入提案など、住生活者向

け省エネ・コンサルテーション事業の可能性

が考えられる 。

入手データについて、現在はガス事業者、

電力供給事業者の料金の自動引き落とし情報

を自動入手し、編集 - 表示している。このた

め、 一世帯 ・一 ヵ月単位での集計データの表

示を行っているが、将来的には個々の機器の
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消費エネルギー ・モニタリングの仕組みと連

携したシステムへの展開が想定されている。

- 住宅履歴情報管理システムの

将来展望と課題

以上のように、住宅履歴情報管理システム

は、単に住宅の生産情報の蓄*i'l 機能だけで、は

なく、住生活に関連する情報を束ねソリュー

ションを生み出す装置として開発が進められ

ている。

{列えは?、 SMI LE システムで司王fJtl にあげた、

設備機器の情報取得やエネルギーマネージメ

ント 以外にも、福祉や介諮の場面での活用や、

長期修繕計画や住宅ローンを組み込んだ資産

管理への活用など幅広い活用が考えられる。

また、身近なところでは、日常品購買時の情

報の入手などが考えられ、例えば電球やフィ

ルターの交換時に、買いに行った届先で照明

器具や浄水器の仕様をモパイルから入手する

といったことが可能になる 。この背景として、

昨今 i Pad等のモパイルツールや、 iP honeや

アンドロイド携帯といったスマー トフォンの

爆発的な普及が進んでいることがあげられ

る。 これらの端末はクラウド型のネットワー

クにおける情報端末として利用する乙とが可

能であり、サーパに蓄柏された住宅履歴J情報

をi Phoneの画面に 出すといったことは技術

的にほぼ問題がない段階にあると言 える。つ

まり「住宅の情報を持ち歩く j 時代も、そう

速くはない訳である( 写真 1) 。

しかし、乙の方向性を実現するためには、

インターネt外 ーへ 1目指 ・

写真 1 モバイルツールの利用

多くの主体 ・業界聞でのシステム連携が必須

となる 。例えば、製品の情報を何度も入力し

直すということは、効率が悪い上に人為的ミ

スなどによって情報の精度が悪くなっていく

ため、製品の供給者が作成した情報を一気通

貨で利用されるような環境が構築されること

が理想的である。

住宅履歴情報管理システム群が、住宅生産

情報の受け口であり 、住宅産業に限らず、住

生活サービスを担う主体への情報の橋渡し役

を行うことで、その存在価値が高まり 、持続

可能な社会への貢献が期待できると考えら れ

る。このような環境を実現するためには、共

通I D等を利用した情報の相互認識を可能と

する仕組みが不可欠となって Lぺ 。

現在、住宅履歴情報の情報サービス機関を

中心に梢成された「住宅履歴情報管理 ・活用

協議会」が設立され、住宅履歴情報の仕組み

の; 他統的な検討および消費者への普及啓発に

加え、社会システムとしての在り方について

検討が開始されているところである 。

(にしもと けんじ)



建築ストック社会と

建築法制度の課題

財 団 法 人 日 本 建築防災協会

専務理事

杉山義孝

これからの時代を、新築の建築活動が相対

的に減少し、既存の建築物を活用することの

重要性が高くなってきた建築スト ック社会と

認識し、こうしたH寺代が本格化するに際して、

乙れからの建築法制度あり方を検討するもの

である 。

建築物に対して、社会が求める性能水準が

確保されるためには、 ①適法に建設された建

築物について適切な維持管理が行われ、適法

な状態が守られるとと①既存不適絡建錠物に

ついて適法な状態に性能水準の向上が図られ

るとと①違法な建築物について適法な状態に

改変が行われることーが必要である 。建築物

に関する基本的法律である建築基準法では、

これらに対応する仕組みとして、乙れから建

築または利用されようとする建築物( 建築フ

ロー) に対しては、建築確認、中間 ・完了検

査など、 利用開始前にチェ ックし、定期報告

制度等により適切な維持管JAを求める仕組み

がある 。また建築された建築物( 建築ストッ

ク) に対しては、利用- 維持し、| 時に改築等

をするといった機会をとらえて水準確保を図

ろうとする仕組みを有しており、既存不適格

るとととする 。

建築ストックが有効に活用されるために

は、梢造、材料、設備などのエンジニアリン

グとしての諜題、また都市計画土地利用、 経

済、法律面などソフトな領域においての課題

が存在する 。建築ストックの有効活用を図る

乙とが乙れからの建築ストック時代における

重要な課題であると認識して、法制度の面で

問題や課題を検討することが必要で、ある。

圃現行の法制度の考え方

鐙築物が適法に維持管理されながら、常時

適法な状態で利用され続けるということは、

現行の法令ではどのように規定がされている

のであろうか。

民法では、建築物の管理責任は民法717条

において「工作物の管理者責任J として規定

されており、「工作物の管理責任として、管

理の非による損害が生じた場合には、所有者

管理者は損害賠償責任を負わなければならな

L リとしている。この場合、管理の注意義務

の範囲が個別ケースで問題となる 。建築 |勿の

所有者管理者( 所有者等) は善意の管理者と

建築物の増改築等の扱いなどが定められてい して通常の注意義務を果たすことが求められ

る。 ており、建築の専門家としての高度な注意義

しかし、現行の建築基準法の仕組みは、戦 務があるとはみなされていないケースが多

後の復興に当たって建築フロー中心の時代 い。

に、建築の質確保を目的として組み立てられ 建築基準法では、設計段階での建築確認、

ており、建築ストックを対象として質向上を

豆lる時代に十分対応できるかどうかは多くの

課題があると考える 。建築ス トックとり わけ

蹴荘不適格建築物に対して、質の向上を図っ

ていくために、近年のバリアフリー法( 高齢

者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す

る法律) の制定や、耐震改修促進法の改正な

ど、対象建築物と求める水準を限定して質向

上を目的とした法制度が整備されてきてお

り、また現行建築基準法においても既存建築

物に対する維持管理関係規定及び規制の合理

化等の法改正がなさ れた。 しかし、乙れらの

対応ではまだ十分とは言 えず、今後より 一般

的で休系的な法制度の整備が必要ではないか

と考える。

今後整備すべき法制度とはどのようなもの

である必要があるか、主として単体規定を中

心として、謀題を中長期的観点で捉え検討す

施工段階での中間検査( 中間検査が必要なの

はすべての建築物ではなく、 一部の共同住宅

と特定行政庁が指定した建築物の特定工程) 、

及び工事完了時においての完了検査には、建

築された建築物の法適合性を担保する乙とに

なっている。 さらに、利用を開始した建築物

の適法性を網針先的に確保するために、法は第

8条において「建築協の所有者等は建築物を

常時適法な状態に維持しなければならな L リ

と所有者等に義務を諜している。 しかし乙の

条文は守られない場合の罰則規定がなく、努

力義務規定となっている。 また建築物の所有

者等は必要に応、じて、維持保全の計画を作成

し、必要な措置を講じなければならないとと

とし、匡|はこの計画に対して指針を作成する

乙とができるとしている。 しかし維持保全の

計画の作成は義務とはなっていない。

建築基準法では、建築物の所有者等の適正

建築と社会 ・2010. 10 25 



な管i印1を、行政的に推進する制度として、定

期調査報告制度がある 。この制度は第 8条の

規定に対する行政の支援措置と考えられ、

応罰則のある義務規程となっている 。特定行

政庁により、主として特殊建築物が報告対象

特定建築物として指定され、所有者等は建築

士又は特殊建築物定期j 調査資格者等によっ

て、建築物の状態に関して定められた調査を

行い、その結果を建築物所有者等は特定行政

庁へ報告しなければならない。報告を受けた

特定行政庁は報告結果により、改修等必要な

是正指導を行うこととなっている。

特殊建築物の定期報告の、報告率は現在の

ところ 6- 7制程度にとどま っているが、近

年の建築|勿における事故の発生に絡めて、定

期報告の有無が問われているところから、所

有者等の報告意識も高まってきている。定期|

報告済であるかどうかが所有者等の適正な管

理の一つの指棋となりつつあり、建築物の不

動産評価II にも定期報告の有無が、適切な維持

管理が行われていることの証明のーっとな っ

てきている。

- 建築所有者等の責任

建築ストックの有効活用を建築法制度との

関係で考えると、適法な状態で*1脳流使用され

ることが前提である。建築ストックでは劣化

や耐久' 性に問題が生じるリスクは高くなる

が、かといって占有者や利用者の安全に支障

があ って、樹容が生じることにな ってはなら

ない。継続的に利用するためには、適切な管

段、そのための適切な投資が必要であり、原

価償却した建築物を長く利用するごとで収益

のみを追求することであってはならない。建

築物の所有者等はそれだけに建築物の管理に

重要な責任を有しなければならないはずで、あ

る。 しかし法制度の而で見ると課題が存在す

る。建築物の所有者等は善意; の管国者の注73、

義務であって、専門家としての高度な注意義

務まで求められていないと思われることであ

る。多くの場合、管理は専門家に委託して行

われるが、管理の質のレベルを決めるのは現

実には所有者等であ って、 実務を行っている

専門家ではない。建築ストックの所有者等の

管理立任はその責任の重さが法的にも重大な

ｪＮｾ Ｎ 務とされる必要がある 。
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また行政も建築物の利用は民民間の問題で

あって、直接的に長期の利用を推進するため

に介入することはない。定期報告制度によっ

て、所有者等の管叫が適切に行われているか

報告を求めるが、これは管理者等に対する行

政の支援にとどま っている。報告等で不具合

が上が ってきた場合において、是正させるこ

とは、特定行政庁の行政指導の範囲であって、

強制的措置が講じられることは通常行われて

いないし、また適切な処理が行われるように

行政が行動するととが法的に義務づけられて

いるわけでもない。

建築ストックを有効に活用しようとする場

合、適切な管理は不可欠で、あるが、適切に管

理行うためには専門家に対して必要な費用負

担をし、 管理の質のレベルを決めて依頼する

のであるから、適切な管理に対しての所有者

等の責任の所在が法的に明確にされる必要が

ある 。

- 既存不適格建築物である場合の

建築行為の扱い

建築物が既存不適格建築物である場合に、

大規燥の修繕や模様替え、増築等の建築行為

が行われる際には、原則現行基準への適合が

求められる。 しかし所有者等の財源的理由、

また建築物の空間的、技術的理由で現行基準

への適合ができない場合、建築行為を行うこ

とが困難となり、結果的に建築ス トックの有

効な利用ができないという凍結効果が生じる

こととなる 。このことは建築物の長期の利用

のみならず、建築スト ックを有効に活用する

という観点からも大きな諜題である。

遡及適用を除外するために、現行の建築基

準法でもいくつかの緩税哨置が講じられてい

る。たとえば、噌築する;場合、構造的に本体

部分と増築部分がエキスパンジョイントで構

造的に切れた場合、噌築音1I分が既存音11分の二

分の一以下の場合木休の遡及適用を求めず、

本体の耐震診断を行ｾ ¥j師、慢性が附呆されてい

ればよいとしている。また全体計画承認制度

が設けられて、段階的に既存不適絡を解消し

ていくことが認められることになり、建築行

為が行われる場合に最長25年間で現行規定

に適合することを認めている 。アスベスト材

料が使用されている建築物に関しては、現行

法例では使用禁止であるので、すべて除去す

ることが原則 となるが、既存建築物に関して

はそのままにして、アスベストを封じ込め飛

散しないようにすることで既秤不適格を認め

ている。

乙うした緩和規定はあるものの、これらの

緩和規定は、膨大な数ある既存不適格の建築

物を有効に使用するとした場合に、建築行為

が行われるときの措置としては十分であると

は言 えないし、体系だ った制度になっている

とは言えない。

- 既存不適格建築物に対する

水準向上基準の検討課題

既存不適格建築物で、長寿命化を図るため

に建築行為等が発生する場合に、現行法制度

では現行基準への適合を求められるが、すべ

ての既存不適格建築物に現行基準への適合を

達成することが可能で、あるかどうか、水準向

上を図 っていくとした場合に、その目標水準

はいかに考えていくかということが諜題であ

る。

新築する場合の建築物に求められる水準

は、ぷ低; 基準として建築基準法等によ って定

められているが、既存不適格建築物に対して

定められた建築行為を起こす場合にも、同様

に現行基準への適合が求められる 。 しかし現

実には既存建築物は、敷地条件、構造的制約、

資金的fIj リ約等から現行基準への適合が: l ! Wしい

場合も多く、建築スト ック社会を迎えるにつ

いて、建築ストックの有効活用の観点からは

水準向上基準のあり方とその達成方法のあり

方が課題である。

現行の基準は、建築基準法において政令及

ひ←下位の法令で定められているが、表現とし

ては性能規定化された。そ乙で現行基準を要

求性能と要求性能達成のために基準化 されて

いる実現手段に分解して整理し、 実現手段を

物理的方法、維持管理等ソフ トな方法、公的

な支援措置等に分解して解明できるならば、

物理的方法のみによ って確保するのではな

く、他の代替的方法を許制iレ活用することに

よって、要求性能を下げることなく目的を達

することも可能で、あると考えられる 。

梢造規定に関しては、安全を確保するため

の最低の基準としてほとんど物理的方法のみ



によって性能が{確保されると考えられる規定

である。この場合は、要求性能の達成には維

持管理的なソフトな方策では対応できなし、か

もしれない。 しかし物理的方法の中で、現行

基準には事前明示されていない方法でも、

様々な代替的な技術的対応は可能であり、実

現手段の多様化を認めることによって既存建

築ストックの水準をヲ |き上げる乙とも可能で

あると考える 。このような考え方は、慨に現

行の法制度にも 一部規定がされているもので

ある。

また防火 ・避難規定では災害H寺の人的対応、

を評価 し基準化することによって、必ずしも

物理的方法のみでなくソフトな方法や消防な

ど公的支援措置を評価Ji することによって要求

性能を確保することが現行でも 一部認められ

ている。こうした考え方は既存不適格建築物

の水準向上の達成方法として基準化 され、 明

確化されることによ って、より積極的に建築

ストックの水準向上を可能とするものと考え

られる 。

既存不適絡建築物の場合そのほかに、水準

向上基準の達成に関して時間概念を導入する

こと、つまり全体計画を設定し、改善をプロ

グラム化 して示すことを了解して、部分的な

水準向上を認めることも行われている 。こう

した時間概念を導入した考え方をより普遍化

して検討するととも考えられる 。

さらに歴史や文化といった地域性を考慮す

ることや建築ス トックの周辺状況が既に固定

化 しており、個々の建築の現状を条件の前提

として、現行の一般規制の求める水準と遣う

ことを認める合理的根拠が確認された場合に

は、 個 々のｾ染物ごとに要求性能を下げるこ

とを認めても良い場合がある 。合理的根拠を

確認して要求性能を下げることによ って、よ

り建築ス トックの有効活用が図れるものも存

在する。

既存不適格建築物の水準向上を図ろうとす

る場合には、技術的手段を基準化することと

同時に、建築ス トックの実情に即して対応す

ることも必要であり、その場合、技術は基準

という形で事前明示できない場合もある 。こ

うした場合には、個々の建築物の適応に際し

てケースパイケースにその妥当性を判断する

エキスパートジャジの仕組みも必要となって

くると考えられる。こうした方法は消防関係

においては行政指導というやり方で現在でも

幅広く行われている。 しかし建築基準の適応

においては行政指導というやり方は現在では

行えないことになっているが、建築ストック

の水準向上には、基準をどこまで事前明示で

きるか、個々の建築物の実情に即して採用す

る方法が必要で有効とした場合、その妥当性

をどのような仕組みで検証するのか諜題であ

る。

- 既存不適格建築ストックの

水準向上基準のあり方等

長寿命化を|豆|り建築ストックの有効利用を

図る観点から、既存不適格建築スト ックの水

準向上基準のあり方に関しては、大きく 二つ

の場合が考えられる。それは要求性能と達成

方法との関係で、次のように考えられる 。

. 建築スト ック の水準を新築と同等レベルに

求める場合

安全に関する要求性能については、新築の

求めている要求 ＧｉｾＺ 能と原則的には同じレベル

を求めていくべき場合である 。ただし、建築

ストックのより有効活用が図られる可能性を

増大させるために、要求性能の達成の方法と

して実態に即してさまざまな方法を用いるべ

きで、ある。

物理的な技術的方法が中心になっているも

の、たとえば桃造規定については、既存不適

絡建錠物の実態に即 したさまざまな代替的技

術的方法を認める 。事前明示された技術的方

法によらずとも、要求性能が達成できること

を建築物ごとに検証できれば多様な方法を認

めることである 。こうしたケースの場合には

基準をすべてあらかじめ事前明示することは

難しいので、建築物ごとに安全性を訊 |列する

エキスパートジャジの仕組みが必要となる。

維持管理的なソフト手段や避鮒安全検証等

物理的な技術的方法以外を考慮すること、ま

たは利用者数を制限する、利用1時間を限定す

るなどにより、要求性能を達成できることを

検証できれば、こうした方法を用いることが

できるようにすることである 。たとえば|防火

避難規定などは乙うした考え方を用いること

ができる。ただしこの場合にはソフト的手段

等が災害H寺に機能するための担保措置を求め

るごとが必要となる 。

. 建築スト ック の水準を新築より下げること

を認める場合

建築ストックの有効利用を図る観点から、

新築の求めている盟求性能より、水準向上基

準をヲ| き下げる、あるいは違う基準を設ける

ことができると考える場合である 。

歴史性、文化性といった建築物の持つ述っ

た側値を評価 し、その価値を重要視すること

のほうが建築ストックの有効活用になると、

社会の合意形成が図られている場合である 。

この場合、日常的に利用者がいて、安全を確

保することは重要であるが、建築物を利用す

るときに現行基準並みの水準向上を求めると

歴史性や文化性が保持できなくなる場合であ

る。

地域性、環境条件など、既存建築物の周辺

条件が固定されて継続する場合、要求t l:能を

変えても建築ストックの利用に| 到して支| 符が

生じないものであり、建築ストックのより有

効活用が図られる可能性がある場合で、ある 。

乙の場合は周辺との調整が済んで、いること、

また影響の範囲が局所的であることなどが条

件となる 。

その他、新築に求める要求性能を引き下げ

るか、あるいは別の要求性能を求めることに

より、建築スト ック を有効に生かすことのほ

うが社会の合意の下で許容される場合があ

る。たとえば耐足改修を行う場合に、両相主'1生

能を満足させれば他の規定の既存不適格を許

容する、増改築面般が元の面積の二分の一以

下の場合、アスベスト除去の代わりに封じ込

めることを許容する場合などである 。

いずれにしても、今後水準向上の基準のあ

り方を検討していくには、要求項目ごとに要

求性能と達成手段を整理していくことが重要

である 。また要求性能達成の手段とその検証

方法についても、法1111
]度として表現のあり方

を検討する必要がある 。建築規制は国民の財

産権の制約となり 、できるだけ規制内容が事

前に明示されることが求められるが、既存建

築物の場合、達成の方法は実態に即して採用

していくととが必要であり、あらかじめ技術

的方法や検証方法を事前明示するととが縦し

L 、ということがある。この場合、その妥当性

を判断することは事前明示された検証方法に
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よらず、個々の建築 tI' Jのケースごとに専門家 への選択を容易にしているととになってい

にエキスパートジャジを行う検証の方法も有

効である。その場合、現行の建築確認という

きそ〈

法適合性を認める仕組みについても、綴束行

為でなく裁量性を持った許可制度などのあり

方が求められ、今後検討が必要となってくる。

建築ストックの有効活用を図るためには、技

術的事項に加えて、乙うした法制度面での検

討も必要で、ある。

. 建築ストックの有効活用と社会システム

既存の建築物を適切に維持保全しながら適

宜必要に応じて増築、改築、大規模な修繕、

大J;JM美な模様替えを行い、有効に活用してい

くには、建て替えて新築を行うこととの、さ

まざまな観点からの損得の比較が行われるこ

とが通常である 。その場合ストック活用と建

て替え新築とどちらを選択するかに際して

は、さまざまな面でのインセンティブを考慮

して ｦｪ わオ Ｑ る 。 もしそのインセンティブの ｻ￝ｾ ｊ

き方が平等で、あれば、ストックの活月1と建て

替え新築は建築主の選択として行われ、敷地

条件に応じて最も適正な選択を行うことがで

きる。 しかし現実には、建築活動を取り巻く

法制度や経済的、社会文化的な面で、建て替え

新築を行うことのほうに、有利なインセンテ

ィブが働く 。

建築物が建設されるには都市計画法、建築

基準法等で適切な立地、用途、建築水準が規

制として働いてくるが、市街化区j或や容積率

の設定等で定められる建築が許容される空間

量は、実際に建築される空間量よりはるかに

大きく設定されている 。これは戦後の焼け野

が原からの国土の整備や都市開発に合わせて

建設を誘導し、さまざまなコン トロールをす

るためのものであったが、この許容空間を埋

めていく計画的プログラムは現実にはない。

したがって、どこでも建てられ、また建て替

え新築できる空間許容量が設定されていれ

ば、建築ストックの活用より建て替え新築へ

とインセンティブが働くことは当然である 。

また日本で、は用途地域制においても、同一用

途の中で建築物の適法用途の範囲が広く、利

用にあた っての用途変更が比較的容易で、あ

り、建築のデザインや形態規制においても自

由度が高い。こうしたことも建て替え、新築
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る。

経済的な面でみると、建築物は多くは経済

的な財であって、金融においては担保側値を

有するものである。ただ残念ながら建築物の

担保 ｾＱｉｩ値 は、利用 ｻｾｉￎ 値あるいはその建築物が

生み出す収益的な価値を適切に評価する仕組

みとしてはまだ不卜分である 。近年デューデ

リデンスの手法が発達し、評価II 手法が整備さ

れてきているが、土地に対する担保価値を重

んじる傾向は根強いものがある 。既存建築物

の建築としての担保価値の設定が不卜分で、

改修や大規模な修繕に必要な融資が受けられ

ず、ならばL 、っそ建て替え新築となるケース

は枚挙にいとまがない。また税制面において

も、既存建築物を改修や模様替えをすると固

定資産評価が上がって、かえって固定資産税

が増えてしまうとし、うこともある。とうした

ととは、建築物の有効利用にマイナスのイン

センテ ィブを与えてしまっている。

また社会的、文化的な商においても建築が

っくりだす空間の仰i値に対しての評価より、

建築物が持つ新しい機能や設備に対する価値

の方が評価 されやすい。歴史的な建造物や歴

史的な街並みの評価がそれほど、起こらないと

きは、新しい建築物にいとも簡単に建て替え

られ、結果的に街並みが崩れ統一感のない市

街地になってしまうことは、日本の青1¥市では

普通に起こっている乙とである。

こうした建築を取り巻くさまざまな社会シ

ステムが建築ストックの活用より、建て替え

新築のほうにインセンティブを与えることに

なってしまっている。明治以降の近代建築の

歴史や、戦後の高度成長期につくられた法制

度、さまざまな仕組み、慣習、制II値観がまた、

建築の建て替え新築を優先するように働くの

である 。これは、者1¥市に人口が集中し、青1¥市

が面的に広がり、高層化していく中で、出来

てきた仕組みであった。 しかし、 ζ れから建

築ス トックを有効に活用していくととが必要

になるとしたら、こうしたインセンティブの

働き方が平等になるように してい くことが大

事であり、ごうした平等なインセンティブの

中でイ間別的な条例ニに沿って適切な選択が可能

になるようにすることが謀題である 。

- まとめ

建築ストックの有効活用を進めていくうえ

での法制度の諜題としては、何より建築スト

ックの活用が可能となることを観点とした制

度の体系化が必要となっている 。建築主や建

築物の所有者管理者等の社会的責任を明確に

することが求められる。 また法が求める基準

のあり方としても柔軟な考えが必要となり、

物理g的、事前明示的なもののみに限定されな

い基準のあり方や述成方法を認めることも必

要である。そして個々の建築物に即して安全

性等を検証する仕組みや、裁量性のある行政

行為のあり方も検討していく必要がある 。
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内観は、コリン卜式の柱頭を持つ列柱が業

務室を取り囲み、美しい天井は中央部に光天

井をもち、八角形の連続は、サン ・カj レロ ・

アッレ ・クワトロ ・フ ォンターネ聖堂( ボッ

ロミーネ設計・ 1638- 1668) を努旅とさせ

る。

I建築と社会j 第19崎 8号( 昭和11年 8 月

号) によると、竣工時、外装の北木島産花閥

岩が高さ 60尺( 約18.2m) に積み上げられ、

首業室の天井高は、 4引l 尺 5 寸寸. (伶車約甘担12.5らn叫1

大空間を形成する 。客溜りは、床、壁ともイ

タリア産大理石で、天井高38尺( 約11.5m)

の堂々としたものである。

大阪において、今も様式建築にて営業を続

けている銀行は、住友銀行本庖( 本誌H22.9

=1号参照) とこの三井銀行大阪支屈のみであ

る。

失われた機式銀行建築を列挙すれば、 第一

銀行大阪支庖( 西村好H寺・大正10年) 、日本

勧業銀行大阪支届( 波謹節 ・大正141:1三)、 三

井銀行船場支応( トローブリッチ& リヴイン

グストン建築事務所 ・昭和] 6年) 、横浜正金

銀行大阪支庖( 波法節 ・大正15年) などがあ

る。

様式とは、時熱の瞬間場の「凝固」である。

それは単芯る時熱の「反復J ではない。反復

は個別のものにおいて芯される。しかし凝固

とは、そういう個々の反復がその内部で生じ

るような、普遍的芯「形相J の成立である。

それは一方では「時の内」での出来事である。

凝固は時の内で起こる。しかし他方でそれは、

形相として、単主主る時間的主主ものの反復では

なくて、「時そのものJ の凝固である。

( r時はいつ美となるかj 大橋良介より)

|喜

- 堺筋( 紀州街道) かう御堂筋へ

大正 ｊｾ Ｚ ｉ より昭和 ＱＰ 年代まで、大阪の郁子 ｬ Ｇ ｩ￯ ｐ ，ｉｩ

は堺筋で、あり、 4 聞のl幅員が12間 (約22m)

に拡張され、経済の基盤となる銀行、証券会

社、事務所、百貨庖等がその威厳を呈した。

大阪証券取引所( 長谷部竹 j陵建築事務所 ・昭

和10年)、 三越百貨庖( 横河工務所・大正 6

年/ 大正 9年) 、明治屋大阪支脂( 曾補中線

建築事務所・大正12年) 、日本勧業銀行大阪

支庖( 波謹節建築事務所 ・大正14i] 三) 、高麗

- 最後の様式銀行建築

様式とは、時の「凝固j である。 この建築

は、如実に人びとにそのように諮りかける 。

三井銀行大阪支 j苫は、昭和] 9年( 1934)

に着工し、 H百和11年 (1936) 7 月10日竣工

する 。堺筋に面した高閲楠に、その雄姿をあ

らわす。

様式に纏われた本建築は、戦前における、

最後の様式銀行建築となるのである。

明治維新以来、西洋様式建築のさまざまな

スタディは、日本人建築家の子により、ここ

までの高みに到達したのである 。

外観西側は 2}晋にわたり、 4 本のイオニア

式柱頭を持ち、荘厳で絡式を有し、南側は 4

本のイオニア式ピラスター( 片蓋柱) を配し

て、コントラストをつける。

三井 本 館 ( 卜ローブリッチ& リヴイングス

トン設計 ・昭和 4年) のコリン ト式オー ダー

を意識しての意匠であろう 。中央部には、 三

角のぺディメン卜をもっ玄関が、ファサード

を引き締める 。

コーニス Ｈｬ Ａｩ 刊吃 ｉｉｾ Ｉ で水平に 断ち切り、メ

ダリオンを持つポツ窓は、深い陰影をっくり

出す。
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@ 2階平面図

⑤ 1階平面図

⑦ 地階平面図

①営業室の一部

④営業室より中 2 階廊下を望む

I建築と社会J 第1嫡 8 号( 昭和11年 8 月号) より I
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橋野村ピル( 安井建築設計事務所 - 昭和 2年)

などが、栄華ーを競う 。

大正 8年 (1919) の大阪市区改正設計に

より、 御堂筋が、 3 聞のl幅員 より l ブロック

を強制撤去することで 8倍の24聞に計画さ

れ、 ug和12年( 1937) 、大阪の都市111111は、

阪市営高速電気軌一道 l 号線( 御堂筋線) をも

っ、御堂筋となる 。

- 曾禰中保建築事務所

曾禰逮蔵 (1852- 1937) は、工音11大学第

J羽生で、ジ ョサイア ・コンドルの直弟子で

ある 。同期の辰野金吾、妻木頼賞、片山東熊

が、東京帝国大学、大蔵省、宮内省の指導者

である一方、曾禰は卒業後、工部大学助教授

を経て民間の三菱社に勤め、明治39年建築事

務所を設立、 2年後には大学の後輩で、ある 中

修精一郎 (1868- 1936) をパー トナーとして、

曾禰中線建築事務所を開設する 。

曾補は教育、建築設計実務を通じて、第一

世代より第二世代の橋渡しを行い、民間にお

ける設計事務所の典型を示した。東京海上ビ

ル、郵船ビルなどの大型事務所建築を、意匠

設計、 梢造、設備、 施工監理に渡り指導して、

今日の設計事務所の基を築いたのである 。

昭和11年竣工する帝国議会議事堂に固守

していた辰野金吾は、大正 8年の死の直前、

曾禰に、その建築の後を見取り、尽力するこ

とを依頼する 。

中+集中ii一郎は、 明治31年 (1898) 東京帝

式の円柱群による営業室と、アメリカン ・ボ

オザールのこの建築は、 三井財閥の拠点とし

て存在感を示す。

2 . 三井銀行船場支届( トローブ リッチ& リ

ヴイングス トン ・昭和 6年)

大阪船場におけるこの建築は、様式が良く

まとめられているが、開字しない

3. 三井銀行神戸支!苫( 長野宇平治 ・大正 5

年)

6本の イオニア式オーダーの配置など、様

式を熟知 した長野の作品で、あるが、残念なが

ら明字しない。

4. 11: 1三井銀任大阪支屈( ゲ・デラ ・ランデ ・

大正 3年)

本建築の以前に建設されていたが、昭和 9

年に解体されている。

- 都市の様式建築の今後

この国において、歴史の意味するものとは

何なのか。

昭和初期、銀行の倒産が続いた。ぺイオフ

のなL、時代である 。

「こんな薄ペライ建築の銀行に、大切なお

金を預けら れるか」と 人びとは口にして、荘

厳なる様式建築の銀行が建ち並ぶ、都市景観

となるのである 。

H百羽]55年 (1980) 旬明来ていじは詰j っている。

「この100年の建築は、何だ ったのか」

日本建築学会 『日本近代建築総覧j のレポ

ー トは、死刑執行人の目録作りと 判1111録して、

国大学建築学科を卒業、ケンブ リッジ大学を 「明日 と世界の建築ヘ連結させようとする 関

経て、明治41年に曾禰と建築事務所を設立、 心はないし保証もな Lリ「景観的要素の強調

主に実務に手腕を発揮して、郵船ビルの設計

などに携わる 。中候精一郎の娘は、小説家、

宮本百合子である 。

ぐらいで、総合の哲学は欠落している 。いや

それはあるのだけれど書かれていないのだと

私は信じた Lリと、希望をかすかに残す。

曾禰中候建築事務所は、明治41年 (1908) 30年後の今日は、いかがなものであろう 。

より 昭和] 12年 (1937) までの30年に渡り、 伊藤の予言は、見事に的中 して、ガラス張り

民開設計事務所の先駆けとなるのである 。 の高層建築の足元に、フェイクなオーダーや

しかし、大正 9年 (1920) 分離派の宣言 コーニスが建ち並び、経済は、文化 と引き換

以来、モダニズム運動の動向のなか、様式を

多用した三井銀行大阪支屈は、曾禰I*I{I傑建築

事務所の最後の作品となる。

えに迦進しているかに見える 。

未来に対する、いかなるビジ ョンがどこに

存在するのか。

「即日燭の焔J において、 G . パシュラールは、

・三井銀行の建築 その思想を餅鮒の焔に巡らせて、次のように

江戸時代初期に、伊勢松阪で わ越後殿の酒 記述している 。

屋」 といわれた酒造兼質屋が、 三井家の先祖 「われわれを身軽にするさまざまの夢想の

である。 なかでも、きわめて有効かつ単純なものは高

その後明治 9年 (1876) 7 月 1 日、 三井 さをめぐる夢想である 。すべて直立している

銀行は開業する 。民間初の銀行の誕生である 。

本建築は開業60年目に建設されたのであ

る。

1. 三井本館( トローブ リッチ& リヴイング

ストン・昭和 4 年)

外部の花関岩のコリント式列柱や、 ドリス

32 

ものは天頂を指している。直立した形態は駆

けのぼり、われわれをその垂直性に乗せて連

れ去る」

この建築の内部空間の高揚! 惑は、体感して

理解するものである 。

建築の持つ厚みは、歴史観とともにデジタ

ル化不能のものとして、いまも先人達ととも

に現存している 。

(註) 各銀行名称は、竣工H寺点の名称です。その後の

名称変避については、明記を省略している。

参考文献
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が

、

広

大

な

域

内

で

、

培

頭

が

建

ち

並

ん

で

い

た

。

明

治

に

な

っ

じ

よ

う

ち

て

こ

れ

ら

が

国

へ

上

地

さ

れ

、

や

が

て

民

有

地

と

な

り

、

山

H

壮

に

分

設

さ

れ

て

い

っ

た

。

さ

ら

に

明

治

二

十

三

年

に

は

琵

琶

湖

疎

水

が

、

明

治

凶

十

五

年

に

は

第

二

疎

水

も

完

成

し

、

こ

の

一

併

で

は

思

う

が

ま

ま

に

取

水

し

、

虫

か

な

水

を

庭

に

導

く

こ

と

が

一民

能

に

な

っ

た

。

山

荘

の

庭

に

は

水

が

欠

か

せ

な

か

っ

た

。

山

荘

の

主

人

た

ち

は

、

地

を

選

び

、

名

を

招

い

て

、

建

築

や

作

庭

を

競

い

合

っ

た

の

で

あ

る

。

こ

う

し

て

こ

の

地

に

は

山

荘

の

集

落

が

形

成

さ

れ

た

。

中

村

日

生

-

山

鯨

有

朋

の

無

期

篭

ま

ず

、

こ

の

地

に

本

裕

的

な

山

荘

建

設

の

端

緒

に

な

っ

た

の

は

、

山

旧

制

有

朋

の

無

制

州

議

で

あ

っ

た

。

明

治

二

十

七

年

、

疎

水

か

ら

水

を

引

い

て

、

ほ

と

ん

ど

直

線

的

な

流

れ

の

彼

方

に

東

山

が

浮

か

ぶ

、

雄

大

な

風

景

を

つ

く

り

あ

げ

た

。

こ

れ

ま

で

日

本

庭

闘

は

池

が

Z

体

で

あ

っ

た

。

山

脈

は

池

よ

り

も

「

川

片

流

れ

を

主

体

と

す

る

作

庭

様

討

を

聞

い

た

の

で

あ

る

。

こ

の

作

庭

を

手

が

け

た

の

が

小

川

治

兵

衛

で

あ

っ

た

。

乙

の

治

兵

術

は

こ

う

し

た

新

し

い

綴

式

を

通

じ

て

、

石

の

使

い

方

や

植

栽

、

先

路

な

ど

、

伝

統

的

な

手

法

の

な

か

か

ら

、

新

し

い

日

本

的

な

表

現

を

引

き

出

す

こ

と

に

成

功

し

、

南

禅

寺

界

限

の

山

荘

の

庭

を

ほ

と

ん

ど

手

が

け

た

の

で

あ

る

。

-

伊

集

院

兼

常

か

う

市

田

弥

一

郎

へ

対

龍

山

荘

の

建

設

が

始

ま

る

|

金

地

院

の

西

隣

に

伊

集

院

兼

常

の

山

荘

が

あ

っ

た

。

伊

集

院

兼

wM

は

天

保

七

年

鹿

児

'

砧

に

生

ま

れ

、

明

治

五

年

海

軍

省

に

出

仕

し

、

や

が

て

大

主

計

に

任

ぜ

ら

れ

、

十

一

年

に

は

蛍

繕

局

に

も

勤

務

し

た

が

、

程

な

く

宮

を

辞

し

た

。

鹿

嶋

館

の

建

築

に

も

携

わ

り

、

明

治

二

十

年

に

は

渋

沢

栄

一

と

日

本

土

木

会

社

の

発

起

人

、

理

事

に

な

る

な

ど

、

建

築

に

造

詣

の

深

い

人

で

あ

っ

た

。

ま

た

山

脈

有

朋

も

一

目

お

く

ほ

ど

の

作

庭

の

名

人

で

も

あ

っ

た

が

、

明

治

四

十

二

年

七

十

四

歳

で

放

し

た

。

京

都

二

条

木

屋

町

の

広

誠

院

に

は

、

彼

の

木

屋

町

屋

敷

の

建

物

と

庭

が

残

っ

て

い
マ

h
v

。

問

禅

寺

の

伊

集

院

の

山

荘

は

、

や

が

て

京

の

呉

服

商

市

田

弥

一

郎

の

所

有

と

な

り

、

明

治

三

十

五

年

か

ら

対

龍

山

荘

の

建

設

が

始

ま

っ

た

。

じ

ゅ

お

ん

現

在

の

対

龍

山

荘

の

な

か

で

深

遠

亭

の

一

画

が

伊

集

院

の

山

荘

の

建

物

で

あ

ろ

う

と

見

ら

れ

る

。

?
」

の

亭

か

ら

南

へ

延

び

る

庭

、

低

い

何

段

も

の

沌

を

落

ち

て

流

れ

る

一

筋

の

渓

流

が

亭

の

東

側

ヘ

廻

っ

て

、

池

に

繋

が

っ

て

い

る

。

卒

の

北

に

続

く

四

畳

半

と

凶

畳

向

板

の

茶

室

、

こ

の

東

側

の

流

れ

が

そ

の

内

路

地

と

の

結

界

の

役

別

を

果

た

し

て

い

る

。

こ

の

あ

た

り

ま

で

の

、

伊

集

院

の

丹

粘

を

込

め

た

建

物

と

庭

が

対

龍

山

荘

に

残

さ

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

そ

し

て

緊

遠

亭

と

そ

の

ま

わ

り

の

庭

が

、

対

龍

山

荘

に

お

け

る

他

に

比

類

の

な

い

魅

力

と

な

っ

て

い

る

。
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、
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々
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造
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、
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障
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聞
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縁
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こ

ぶ

し

香

節

の

垂

木

が

長

く

さ

し

出

さ

れ

、

粁

の

低

い

土

間

庇

が

広

が

っ

て

い

る

。

庭

の

風

景

を

建

物

に

く

わ

え

込

ん

だ

よ

う

な

付

ま

い

で

あ

る

。

乙

の

よ

う

な

座

敷

と

庭

と

の

つ

な

ぎ

方

は

例

を

見

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

東

側

の

入

側

も

、

入

側

の

化

粧

屋

根

装

が

そ

の

ま

ま

庭

へ

低

く

延

び

て

、

座

敷

を

築

山

ま

で

つ

な

い

で

い

る

。

作

者

に

と

っ

て

庭

も

座

敷

も

一

つ

の

宇

宙

な

の

で

あ

ろ

う

。

北

側

は

二

本

襖

で

四

畳

半

の

茶

室

が

悼

飲

す

る

。

床

の

奥

行

が

異

例

の

深

さ

で

あ

る

。

上

り

口

は

二

枚

障

子

、

続

き

に

中

敷

居

窓

、

茶

道

口

も

〈

つ

ろ

二

本

線

で

、

開

放

的

な

究

ぎ

の

あ

る

茶

重

で

あ

る

。

つ

の

茶

室

が

あ

る

。

客

座

は

三

畳

、

点

前

座

は

一

畳

向

板

入

り

、

点

前

座

と

の

坑

に

中

柱

を

立

て

、

二

本

襖

で

仕

切

お

ち

っ

て

い

る

。

点

前

座

は

落

天

井

、

客

」

肢

は

全

部

化

粧

屋

根

裏

で

の

び

や

か

な

雰

囲

気

が

あ

る

。

敷

居

を

隔

て

て

次

の

間

で

点

前

を

す

る

と

い

う

、

水

屋

を

挟

ん

で

も

う

亭

主

の

座

を

低

め

た

「

道

安

囲

」

と

同

じ

思

惣

に

基

づ

い

た

珍

し

い

茶

二

う

し

ん

室

で

あ

る

。

千

家

四

代

江

与

の

茶

会

記

の

中

に

、

同

じ

間

取

り

が

見

い

だ

さ

れ

る

。

-

大

工

棟

梁

・

島

田

膝

吉

対

龍

山

荘

の

建

物

を

手

が

け

た

大

工

棟

梁

は

島

田

藤

吉

で

あ

っ

た

。

東

京

の

烏

膝

建

設

の

創

業

者

で

あ

る

。

膝

古

口

は

嘉

、氷

元

年

越

前

の

生

ま

れ

、

母

の

実

家

島

田

家

へ

移

り

、

大

工

修

業

を

始

め

た

。

腔

応

三

年

江

'

u

と

戸

へ

出

て

、

大

工

を

天

職

と

定

め

、

本

所

の

佐

々

木

棟

梁

の

許

で

修

練

を

顧

み

、

明

治

七

年

独

立

し

て

日

本

橋

浜

町

に

「

大

藤

」

を

発

足

さ

せ

た

。

そ

し

て

従

来

大

工

棟

梁

の

職

人

的

立

場

か

ら

、

綜

合

請

負

体

制

に

切

り

替

え

て

「

島

藤

」

を

興

し

た

。

彼

の

誠

実

な

人

柄

と

実

力

が

認

め

ら

れ

、

次

々

と

有

力

な

施

主

に

恵

ま

れ

た

。

市

田

弥

一

郎

と

め

ぐ

り

会

っ

た

の

も

こ

の

頃

で

、

や

が

て

藤

吉

は

市

田

に

深

い

信

任

を

得

る

よ

う

に

な

っ

た

。

明

治

」

l

七

年

島

藤

に

と

っ

て

画

期

的

な

仕

事

で

あ

っ

た

千

歳

座

の

工

事

が

、

上

棟

十

日

後

の

台

風

で

無

残

に

も

倒

唆

し

た

時

、

呆

然

と

し

て

い

た

藤

吉

を

救

っ

た

の

が

市

田

弥

一

郎

で

あ

っ

た

。

藤

吉

は

、

弥

一

郎

へ

の

報

恩

の

志

を

も

っ

て

、

対

龍

山

荘

の

建

築

を

手

が

け

た

の

で

あ

っ

た

。

工

事

は

実

質

精

算

式

で

進

め

ら

れ

、

明

治

三

十

九

年

に

完

成

し

た

。

大

正

四

年

の

御

大

典

に

は

東

伏

見

宮

両

殿

下

の

、

ま

た

昭

和

三

年

の

御

大

典

に

は

牧

野

伸

顕

伯

の

宿

泊

所

に

充

て

ら

れ

、

そ

の

都

度

整

備

が

加

え

ら

れ

た

と

い

う

。

取

泳

連

亭

前

の

北

方

に

大

規

模

な

池

泉

廻

遊

式

の

庭

が

築

造

さ

れ

、

そ

れ

を

望

む

座

敷

棟

「

対

龍

台

」

と

雨

ヘ

続

く

二

階

建

が

こ

の

山

荘

の

主

建

築

で

あ

り

、

藤

吉

の

作

品

で

あ

る

。

対

龍

台

は

玄

関

線

の

東

に

続

き

、

主

室

九

量

、

次

の

間

八

畳

の

三

方

を

台

目

幅

の

入

側

が

め

ぐ

り

、

次

の

間

西

側

半

聞

の

廊

下

を

隔

て

て

仏

聞

が

設

け

ら

れ

て

い

る

。

ど

い

め

主

室

は

台

目

畳

二

畳

敷

の

上

段

床

、

右

方

床

脇

正

面

に

書

院

を

設

け

、

残

月

床

の

バ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

と

い

え

る

桝

え

で

あ

る

。

角

柱

に

内

法

長

抑

を

め

ぐ

ら

し

、

天

井

高

は

八

尺

七

寸

で

あ

る

。

柱

も

長

抑

も

面

が

大

き

く

取

ら

れ

て

お

り

、

特

に

長

抑

は

大

き

く

、

見

付

三

寸

の

上

下

め

ん

&

か

に

七

分

、

ず

つ

面

を

取

っ

て

い

る

。

鴨

居

は

柱

の

面

中

に

納

め

て

い

る

。

uv 

晶、

さ

ん

う

ん

じ

よ

う

大

き

い

面

取

り

は

孤

鐙

庵

の

山

霊

床

を

思

い

起

こ

さ

せ

る

手

法

で

あ

と

が

る

。

そ

し

て

山

雲

床

も

柳

普

詰

で

あ

っ

た

が

、

こ

こ

も

柱

、

内

法

材

料

色

で

、

し

か

も

見

事

な

良

材

で

あ

る

。

藤

吉

は

大

阪

で

相

す

べ

て

糊

の

良

材

を

大

量

に

附

入

し

て

、

東

京

の

柏

木

貨

一

郎

を

驚

倒

さ

せ

た

こ

と

が

あ

っ

た

が

、

対

能

台

の

柑

は

そ

の

時

の

残

り

で

あ

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

櫛

に

着

目

し

そ

の

良

材

を

購

入

し

て

活

用

し

た

藤

吉

の

仕

事

が

、

川

柳

普

請

を

流

行

に

導

い

た

と

も

推

測

さ

れ

よ

う

。

-

藤

吉

の

数

奇

屋

造

り

の

技

法

対

龍

台

に

見

る

座

敷

の

桝

成

は

、

柱

、

長

押

の

面

取

り

や

、

天

井

廻

ぷ

ち

ふ

さ

ょ

せ

縁

の

重

ね

縁

の

手

法

な

ど

、

粁

の

化

粧

屋

根

裏

の

吹

寄

極

と

と

も

に

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

関

東

風

の

手

法

で

あ

る

。

し

か

し

外

観

を

見

る

と

、

や

は

り

京

風

の

利

風

建

築

の

付

ま

い

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

屋

根

は

入

母

屋

造

り

桟

瓦

葺

、

池

か

ら

は

床

が

高

く

支

え

ら

れ

て

い

る

が

、

屋

む

く

根

の

勾

配

は

甚

だ

緩

く

、

表

も

小

さ

く

、

し

か

も

屋

根

に

は

起

り

が

あ

っ

て

、

少

し

も

笠

え

る

感

じ

が

し

な

い

。

つ

つ

ま

し

さ

を

感

じ

さ

せ

て

い

る

。

南

ヘ

続

く

二

階

建

の

棟

も

同

様

で

あ

る

。

既

存

の

伊

集

院

の

衆

述

亭

の

屋

倒

似

も

、

入

母

屋

造

り

に

庇

を

付

け

お

ろ

し

た

外

観

で

あ

る

が

、

そ

れ

と

調

べ

を

合

わ

せ

た

外

観

の

造

形

で

あ

る

。

膝

古

口

は

、

大

正

六

年

に

東

京

大

森

の

柴

田

消

之

助

邸

に

、

二

百

二

十

坪

に

及

ぶ

住

宅

を

建

て

た

。

そ

れ

は

「

全

部

数

寄

屋

造

の

手

法

に

煉

る

刻

苦

精

丹

の

作

物

で

あ

り

、

日

本

建

築

の

純

芸

術

的

な

も

の

と

し

て

、

本

邦

有

数

の

稀

構

」

(

『
数

寄

屋

造

住

宅

』

洪

洋

社

)

と

絶

賛

さ

れ

た

。
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こ

の

建

物

は

昭

和

三

年

箱

根

仙

石

原

に

移

築

さ

れ

、

俵

石

聞

に

現

存

し

て

い

る

。

こ

こ

で

は

主

棟

の

客

座

敷

だ

け

、

大

面

取

り

の

内

法

長

押

が

使

わ

れ

て

い

る

が

、

柱

は

す

べ

て

面

皮

柱

に

な

っ

て

い

る

。

対

龍

山

荘

で

は

、

栂

普

詰

で

あ

っ

た

た

め

に

、

柱

に

大

き

く

商

を

取

っ

て

、

面

皮

様

の

優

し

さ

を

漂

わ

せ

よ

う

と

し

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

屋

根

は

全

棟

寄

棟

造

、

ほ

ん

の

り

起

り

を

付

し

て

い

る

。

そ

し

て

棟

を

分

け

て

廊

下

で

つ

な

ぐ

分

棟

型

の

平

面

と

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

広

大

な

庭

の

中

に

建

物

を

沈

め

る

よ

う

な

造

形

を

工

夫

し

て

い

る

。

乙

れ

は

対

龍

山

荘

で

学

ん

だ

、

京

風

の

数

寄

屋

造

り

の

感

性

の

あ

ら

わ

れ

で

あ

る

よ

う

に

思

え

る

。

対

能

台

か

ら

は

東

山

の

連

峰

を

背

景

に

、

側

州

大

な

池

泉

庭

園

を

見

お

そ

の

彼

方

に

郁

び

た

水

車

の

廻

る

の

が

望

ま

れ

る

。

自

給

自

足

ろ

し

、

の

生

活

ま

で

融

合

さ

れ

た

庭

な

の

で

あ

る

。

乙

の

雄

大

な

庭

の

長

を

眺

め

る

た

め

、

と

い

う

よ

り

は

、

座

敷

と

庭

と

の

空

間

の

同

化

を

図

る

た

工

匠

は

見

事

な

技

を

発

揮

し

た

。

座

敷

か

ら

入

側

へ

、

そ

の

外

め

に

、

に

は

水

面

か

ら

高

く

支

え

ら

れ

た

縁

高

欄

を

め

ぐ

ら

し

、

付

け

お

ろ

さ

れ

た

化

粧

屋

根

裏

の

粁

が

深

々

と

さ

し

出

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

そ

の

け

ん

粁

を

支

え

る

丸

太

桁

が

南

北

七

問

、

東

西

三

間

半

ほ

ど

、

柱

を

立

て

ず

に

持

ち

放

さ

れ

、

交

点

に

も

支

柱

は

立

て

ら

れ

て

い

な

い

。

軽

妙

に

見

せ

る

数

寄

屋

造

り

の

技

法

を

演

じ

た

工

匠

の

面

目

が

躍

動

し

て

い

る

。

-

塚

本

与

三

次

の

清

流

亭

陶

禅

寺

界

限

北

部

の

地

で

、

は

じ

め

て

山

荘

を

営

ん

だ

の

は

塚

本

与

三

次

で

あ

っ

た

。

明

治

三

十

九

年

土

地

を

入

手

し

て

造

っ

た

山

荘

は

、

大

正

十

四

年

二

分

さ

れ

、

下

郷

家

へ

譲

ら

れ

た

清

流

亭

(

重

文

)

が

大

松

家

に

継

承

さ

れ

て

い

る

。

よ

り

っ

き

広

々

と

し

た

前

庭

の

南

方

に

瀦

泊

な

作

り

の

寄

付

が

あ

る

。

架

を

打

ち

並

べ

た

塀

の

北

寄

り

に

軽

快

な

棟

門

を

開

く

。

左

に

茶

室

の

屋

線

を

眺

め

な

が

ら

砂

利

道

を

進

む

と

玄

関

で

あ

る

。

吹

放

し

の

土

間

で

さ

り

げ

な

い

構

え

で

あ

る

。

寄

付

か

ら

腰

掛

へ

、

庭

聞

の

苑

路

が

茶

室

白

鷺

ヘ

導

く

。

起

し

絵

図

で

伝

え

ら

れ

た

利

休

深

三

畳

台

目

が

再

現

さ

れ

て

い

る

。

茶

室

か

ら

水

屋

を

経

て

舎

院

残

月

の

附

ヘ

、

少

し

ず

つ

高

く

屋

根

の

続

く

姿

が

つ

つ

ま

し

く

快

い

。

書

院

は

明

ら

か

に

表

千

家

残

月

亭

を

範

と

し

て

い

る

。

し

か

し

完

全

な

写

し

で

は

な

く

、

残

月

亭

に

比

べ

か

な

り

書

院

風

に

整

え

ら

れ

て

い

る

。

座

敷

は

入

側

、

そ

し

て

長

さ

一-

ゅ

う

す

い

聞

に

及

ぶ

架

材

を

並

べ

た

濡

縁

を

隔

て

て

、

幽

遼

な

庭

園

に

続

い

て

い

る

。

書

院

は

入

母

屋

造

の

軒

を

深

く

葺

き

お

ろ

し

た

さ

り

げ

な

い

作

ま

い

で

、

雄

大

な

沓

脱

の

鞍

馬

石

が

足

許

を

引

き

締

め

て

い

る

。

書

院

の

西

北

に

廊

下

で

七

貸

の

茶

室

が

つ

ら

な

っ

て

い

る

。

清

流

亭

の

建

物

は

真

・

行

・

草

の

造

り

が

組

み

合

わ

さ

れ

て

い

る

。

革

の

茶

室

(

白

鷺

)

を

は

じ

め

一

連

の

建

物

の

造

り

に

は

優

れ

た

技

術

が

認

め

ら

れ

る

。

大

工

棟

梁

は

上

坂

浅

次

郎

で

あ

っ

た

。

浅

次

郎

の

父

久

七

は

、

千

家

に

出

入

り

し

た

と

思

わ

れ

る

遠

藤

正

五

郎

に

学

ん

だ

。

浅

次

郎

は

脆

ケ

谷

の

住

友

邸

の

茶

室

も

手

が

け

る

な

ど

、

数

寄

屋

普

詰

で

名

博

し

た

椋

梁

で

あ

っ

た

。

清

流

亭

に

は

こ

の

人

の

端

正

な

作

風

が

よ

く

あ

ら

わ

れ

て

い

る

と

思

う

。

上

坂

の

大

工

と

し

て

こ

の

仕

事

に

も

参

加

し

て

い

た

北

村

捨

次

郎

は

明

治

十

六

年

の

生

ま

れ

で

、

上

坂

よ

り

十

六

歳

若

か

っ

た

。

後

年

野

村

得

庵

に

招

か

れ

、

清

流

亭

の

東

の

碧

雲

荘

の

普

請

に

従

事

し

、

彼

の

技

は

一

一

位

を

風

廃

し

た

の

で

あ

る

。

-

野

村

得

庵

と

碧

雲

荘

益

田

鈍

翁

、

前

橋

第

庵

ら

京

都

の

大

数

寄

者

と

わ

た

り

合

っ

た

関

西

の

数

寄

者

得

庵

は

、

大

正

七

年

頃

か

ら

南

禅

寺

に

、

約

六

千

坪

の

地

に

山

荘

を

営

ん

だ

。

植

治

(

小

川

治

兵

衛

)

を

招

い

て

東

山

を

借

景

し

た

広

大

な

池

庭

を

築

き

、

建

物

を

配

置

し

て

、

一

木

一

石

に

至

る

ま

で

選

び

抜

き

、

自

ら

描

い

た

理

想

境

を

実

現

し

た

。

茶

会

に

招

か

れ

た

高

橋

第

庵

が

、

「

主

人

が

諸

方

の

古

建

築

を

研

究

し

て

築

き

上

げ

た

新

建

築

ゅ

う

し

さ

を

歴

覧

し

」

と

書

い

て

い

る

が

、

三

畳

台

目

の

茶

室

「

有

識

」

を

は

じ

め

と

す

る

茶

会

の

施

設

だ

け

で

な

く

、

昭

和

三

年

御

大

地

ハ

の

時

、

久

遁

宮

両

殿

下

ら

の

宿

泊

に

供

す

べ

く

大

書

院

が

建

立

さ

れ

、

ま

た

得

庵

は

、

茶

の

湯

と

と

も

に

能

楽

に

傾

倒

し

、

能

舞

台

も

設

け

た

。

立

礼

席

も

試

み

た

し

、

水

上

の

茶

会

を

楽

し

む

た

め

の

船

の

茶

室

も

考

案

し

た

。

池

畔

に

建

つ

船

会

口

「

羅

月

」

の

催

美

な

姿

は

、

こ

の

林

泉

に

欠

か

せ

な

い

景

趣

で

あ

る

。

得

庵

は

、

名

川

市

の

蒐

集

も

、

茶

も

能

も

そ

し

て

山

荘

の

建

設

も

、

趣

味

で

は

な

く

、

実

業

と

変

わ

ら

ぬ

真

剣

さ

で

取

り

組

ん

だ

。

彼

の

生

涯

と

そ

の

理

惣

が

碧

雲

荘

に

具

現

さ

れ

た

の

で

あ

っ

た

。

圃

「

庭

屋

一

如

」

の

空

間

そ

こ

に

築

き

上

げ

よ

う

と

し

た

の

て

い

お

〈

い

ち

は

、

建

物

と

庭

が

融

合

し

た

理

想

境

で

あ

っ

た

。

そ

れ

は

「

庭

屋

一

に

よ如

」

の

空

間

で

あ

る

。

は

や

く

平

安

京

の

寝

殿

造

り

の

邸

宅

に

あ

ら

わ

れ

た

し

、

経

や

修

学

院

の

離

宮

に

そ

の

傑

作

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

う

し

た

山

荘

の

主

人

た

ち

が

、

そ

れ

は

自

然

と

の

共

生

を

運

命

と

し

て

き

た

日

本

人

の

住

ま

い

の

理

想

に

ほ

か

な

ら

な

い

。

京

の

町

家

も

、

坪

庭

や

奥

庭

が

な

く

て

は

生

活

で

き

な

い

。

「

茶

室

と

露

地

」

か

ら

成

る

利

休

の

茶

の

湯

の

空

間

も

ま

た

庭

屋

一

如

の

梢

成

で

あ

る

。

「

庭

屋

一

如

」

を

具

現

す

る

た

め

に

は

、

建

物

に

、

周

囲

と

利

し

、

威

圧

す

る

こ

と

の

な

い

造

形

が

要

求

さ

れ

る

。

得

庵

は

建

物

を

決

し

て

立

派

に

見

せ

た

く

な

い

と

語

っ

て

い

る

。

そ

う

し

た

山

荘

の

主

人

た

ち

の

感

性

や

美

意

識

に

導

か

れ

な

が

ら

、

棟

梁

た

ち

は

姿

や

意

匠

を

工

夫

し

、

技

を

凝

ら

し

た

の

で

あ

る

。

南

禅

寺

界

限

の

山

荘

縦

の

建

物

に

は

、

控

え

高

ま

る

姿

や

、

他

と

対

立

し

、

厳

し

さ

を

感

じ

さ

せ

る

よ

う

な

構

え

は

見

ら

れ

な

い

。

近

世

以

来

の

数

寄

屋

造

り

の

伝

統

は

、

こ

の

よ

う

に

近

代

の

和

風

建

築

に

進

展

し

た

。

「

伝

統

的

な

木

構

造

」

に

よ

る

デ

ザ

イ

ン

は

多

様

化

し

、

技

術

も

進

歩

し

た

。

こ

う

し

た

.

歴

史

の

な

か

に

輝

く

近

代

和

風

は

、

今

や

急

速

に

忘

れ

ら

れ

よ

う

と

し

て

い

る

。

し

か

し

近

代

和

風

の

伝

統

を

次

代

に

つ

な

ぎ

、

現

代

建

築

と

の

融

合

を

は

か

る

と

と

に

よ

っ

て

、

日

を

本

建

築

の

歴

史

の

断

絶

を

救

う

こ

と

が

で

き

る

。

現

代

和

風

の

創

出

を

そ

う

し

た

道

程

の

先

駆

目

ざ

し

て

先

年

建

立

さ

れ

た

京

都

迎

賓

館

は

、

と

な

ろ

う

。

(

な

か

む

ら

ま

さ

お

切
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「ひょうごの近代住宅100選」

( 神戸 ・阪神間の洋風住宅)

の選定

吉田安弘

兵庫県県土盤備部住宅建築局住宅政策課まち再生企画係長

神戸 ・阪神間では、 明治から H百和の初期に

かけて、西洋の建築様式の影響を受けた近代

住宅が数多く建てられた。これらは阪神大水

害や戦災をくぐり抜け、当時の生活様式を現

代に伝える貨重な文化遺産として、また、 地

域の優れた景観シンボルとして、全国でも他

に類をみない ｾＹ ｴ 自の 地 ｪ 或文 化 を培ってきた 。

しかし、こうした「神戸らしさ j や「阪神

間の風情j を醸し 出す近代住宅も、阪神 ・淡

路大震災による滅失に加 え、社会経済精進の

変化等に伴い、マンションなどに建て替えら

れていく傾向が顕在化しつつある 。

そとで兵庫県では、 神戸 ・阪神聞に残る近

代住宅の重要性を地域の方々と再認識し、よ

りよい住まい ・地域づくりの一助 とするた

め、平成20年 8 月に兵庫県住宅審議会に小

委員会( 委員長 小森星児科l戸山手大学名誉

教授) を設置し、現地調査と審議を重ね、「ひ

ょうごの近代住宅100選j を選定した。

l 選定のプロセス

小委員会では、まず、 100選の選定対象、

選定基準及び選定方法等を設定するととも

〈選定対象〉

神戸 ・|仮事III IJ Iにおいて、 l明治から戦前に

かけて、西洋の建築技術文はM匠の影響を

受けて建てられた洋) ! f l l住宅

〈選定基準〉

①地域文化一文学作品絵画 映画等の泌

材とな った住宅、歴史上著名な人物とゆ

かりのある住宅など、神戸 ・|仮事l' l1¥J の歴

史 文化を諮る上で重要な住宅

②地域主t観ー優れた外観により 地域長微の

シンボル的役割j を担うなど、 地域の景観

資源として重要な住宅

③建築線式 建築技術又は怠匠において先

駆的役割を' * たした住宅、当時を代表す

る@築家の作品として優れている住宅な

ど、当時の建築様式を伝える佃i値が高い

住宅
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に、公募や既往調査資料から 230件 を選定候

補物件 としてリス トアップした。

次に、選定候補物件について必要に応じて

現地調査( 外線) を実施し、選定j基準に合致

する 157件を予備選定物件として絞り込ん

だ。

100選は、この予備調査物件の"1川首ら順次

詳細! な調査を行い、第 l 次選定として重要文

化財指定、伝統的建造物特定物件などを 中心

に60件 ( 平成21年10月公表) 、第 2 次選定と

して景観形成重要建造物指定物件のほか、公

募によるものを中心に40件( 平成22年 4 月

公表) 、あわせて100件を選定した。

[松山大学温山記念会館( 旧新国家住宅) / 西宮市]

[旧高嶋家住宅/ 神戸市東灘区]

[景山家住宅/ 神戸市灘区]

選定された近代住宅の詳細は、兵庫県のホ

ームぺージ (http: // web.pref.hyogo.l g.jp/wd27/

wd27 _∞∞∞070. html) で公表している 。

l 選定後の近代住宅への対応

重要文化財等や景観形成重要建造物などの

指定を受けたものは、修理費等の助成や税制

優巡といった支援策がある一方で、建物の現

状変更に|探して許可や届出義務などの制約が

生じるため、所有者が制度の活用に踏み込め

ないという実情がある 。今回は、こうした指

定のないものを含め、とれらの指定と同等の

価値が高いものを、 制約を伴わない「ひょう

ごの近代住宅100選J としてクローズアップ

し、必要な対応を検討することとしている 。

具体的には、選定した近代住宅の適切な維

持保全を支援するため、社団法人兵庫県建築

士会と連携して専門家( 兵庫県へリテ ージマ

ネージャー) を現地に派逃し、住宅を調査点

検の上、維持保全 ・修繕方法や所有者からの

相談などについてアドノ f イスを行う「近代住

宅点検事業( 維持保全支援活動) J をスター

卜させた。初動期で、試行錯誤しながら進め

ている段階だが、こうした耳兄弟坦により、所有

者との信頼関係を深めながら各種支援策を検

討し、 神戸 ・阪神間の住宅 ・まちなみ文化の

維持 ・継承を図っていきたいと考えている 。

100選の選定公表

↓  

近代住宅点検事業 (維持保全支援活動)

~専門家による建物点倹維持保全のアド/ ¥イ ス ~

1  [  

t ζ 二二』

適 切 な 維 持 保 全 活 用

[維持・保全等に向けた選定後のフロー]

l 今後の展開に向けて

今回の選定は、選定した住宅の一般公開を

前提としたものではなく、レス トランや展示

胞設等として利用されているものを除き、原

則非公開としている。 ζ うする乙とで多くの

所有者から 100選に対する理解が得られ、真

に価値の高いものを選定することができた。

今後、専門家や地域のボランタリーの活動な

どを進めていく 中で、 値|人資産である住宅を、

実重な地域の共有資産として、 地域の魅力づ

くりに繋げていくことが必要で、ある 。

L 、ずれにせよ、 100選の取組により現在も

神戸 ・阪神間には素晴らしい近代住宅が沢山

残っていること、そして、近代住宅の一つひ

とつにそれぞれの歴史があり、そのことも含

めて所有者がとても大切にされていることを

実感することができた。 乙れからも点検事業

などを通じて所有者の意向を 的確に把握し、

専門家や地域の方々とともに、維持 ・保全 ・

活用に向けた取組について模索していきた

L、。

( よしだ やすひろ)



• • • • • • 
排水管の更生技術

••• 
ｾ＠

考F |

中尾慧理夫

側マルナカ代表取締役

l 大規模修繕時代の到来

昭和40年代、経済成長が統き人口集中の

す峨が起こったことにより、首都困郊外に大

ｾｊｕ 美なニュウタウンが建設された 。 これらの

ニュウタウンが、完成後 ＳＰｾＴＰ 年の年丹が

過ぎた現在、大規模な修繕計画とその実施の

時則に来ている。

対必| 裳修絡を計画するに当たり、当 11寺と現

在では家族構成や生活習慣も大きく変わって

きたことを重要視する必要がある。建設当時

は集合住宅の間取りや広さも家族机成が Ｕｾ

6人の設定であることや、それに伴う教育施

設や生活の便宜性が備えられているが、ち，' t ( : 王

は居住者の l 戸の平均は 2人を割り込んで、き

ていると同時に、高齢となっている。しかし、

教育施設や生活の便宜性が備えられている優

れた環境がある ζ とを生かして、今後の住生

活の盟かさに繋いでいくことが大切で、ある。

集合住宅のブdゆ模修繕において、現在の最

も大きな問題点は、居住者の高齢化による修

繕計画の在り方である。建物自体の建て替え

については、高齢化や財産権などの問題点が

多すぎる 。従来は、旧いものは壊して、来rr し

L 、ものに替えれば一番安心と認識してきた経

緯があるが、必ずしも新しくしたら耐用年数

が長いとは限らない。 また更新( 取り替え)

工事で施工すると、居住者に工期の長さ、騒

音、竣などの苦痛の影響が多く、高歯悼? には

大変な負担になる。

側マルナカでは、集合住宅の給排水などの

設備改善においては更新工事にすべきか、更

生工事にするかについて沢山の居住者の方々

と検討を重ねてきたが、品質、 価格、工J切な

どを比較して、排水管の改修工事においては、

産業廃棄物が少ない、省エネルギー工法であ

るマルライナー工法を採用して頂き、室内専J有

部の配管は部分的に取り換えも行い、改修後

30年間は安心してもらえるよう設定している。

排水管の更生工事の中には延命措置として

塗布工法もあるが、マルライナー工法は単な

る延命ではなく、既設管の中にまrr たな樹脂パ

イプを作り、更新するよりも排水性能を向上

させ、耐周年数の長い更生工事となっている。

l 開発の趣旨

1998年に、 10年後に集合住宅における大

TJtl 具修繕が大量に発生することを予想した当

社は、既存の集合住宅などの劣化 した排水管

の更生を目的とし、配管を取り外すことなく、

既設管を利用して管の内側に均質で厚い樹脂

塗JI莫を形成することができ、さらに異なる径

の管が接続された配管、曲がり管及び孔のあ

いた管についても適用でき、更新するよりも

優れた排水性能を持たせ、資材や機材の少な

ｌ 、省エネルギー工法を ｉｾ 自発した 。

l 技術の概要と特徴

排水管の更生J郊府( マルライナー工法) は、

既存集合住宅などの劣化 した材|水管にマルラ

イナーチューブを用いて更生する技術であ

る。マルライナーチューブは、内層に芯材と

してポリエステル繊維筒とし、外二層をポリ

エチレンチューブとする三層( 特許取得) で

桃成されている。

マルライナーチューブの芯材にエポキシ樹

脂を含浸させ、制脂を含浸したチューブを反

転機の中に巻き取り、反転機を排水管にガイ

ドホースで接続し、排水管内に内層と外! 習を

反転させながら空気圧で挿入し、内層の樹脂

を含浸された芯材筒が排水管に内接しながら

iF11張して樹脂塗j撲が形成され( 写真 ，) 、樹

脂が硬化すると、継ぎ目のない( シームレス) 、

長いパイプが形成される。

エアーで形成速度、先端をカット 完成

送りはじ 約 l m/ 分

める

写真 1 排水管の中に空気圧で反転挿入

(イメ ージ)

1  ) 既設管の中に新たな樹JI旨パイプを作る

「 パ イ プ イ ン パイプj 工法なので、 孔空

き管の孔も塞がる。

2) 継ぎ目のない( シームレス ) J  ｾイプが

形成されるので、更新するよりも排水性能が

良くなる。

3) 使用する機器類が小型なので低騒音で、

建物周りや通路を塞がずに施工できる。

4) 更新工事に比べて、品質の向上となり、

期は短く、工事賀' が安い。

5) 使用材が少な く、産業廃棄ぎ物が少ない、

省エネルギー工法。

l 技術の適用・用途

. この工法は排水管の更生工法として開発し

たもので、排水管の材質において、胞工技術

は変わらないが、排水管の使用場所や用途に

よっては硬化H寺問など、の調整を必要とする 0

. マルライナー工法で排水管の中にライナー

を挿入していくが、物件によっては距離が長

L、配管もある。現在J泡工している施工範囲は

約 ＲＵｾＳＰｭ までとしている 。

・長いライナーを延ばして、樹脂の含浸状態

をチェックしながら nHJI 旨の含浸作業行うの

で、上記に適した作業場所も必要となる。

・樹脂の硬化時間は温度z差に よって違ってく

るが、夏、冬の沼直差については、樹脂の加

温や冷却によって管理がで、きる 。

・排水配管で曲がり管の場所が多い湯治もあ

るが、 90度臥lがり管( エルボ) 3か所程度

はマルライナー工法で、施工することができ

る0

・排水配管で異径管( レジューサー) の場合

も施工はできるが、基本的には管径ワンサイ

ズとしている 。

( 施工対象) 団地やマン ションなどの集合住

宅の排水管'

事務所ビルや工場施設の排水管

( 用途) 排水立て管、釧オz埋設管、 排水

横引き管、スラブなどの貫通管

( 施工範囲) ＴＰａｾＲＰＰａ＠

l 最近の工事事例

提案から工事股理で施工した排水管改修工

事のみの最近の工事事例を、 以下に記す。

( 工事時期) (団地名) (建物) 0=秘

2006年10月ノトJII 住宅 5階建て 230F 

2009年10月 コ ー プ 園 生 5階建て 244戸

2010年現在若梨台くぬぎ 14階建て 890戸

( なかお えりお)
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長甲T 迄 稔 - NAGAMACHI  SHI HO一

とんぼりリバーウオークにて

学歴

1988年 京都工芸繊維大学工芸学部意匠工芸学科卒業

経歴

1988年- 2004年 松下電工株式会社 (現パナソニ ック電工株式会社)

2004年 LEM空間工房設立

2008年株式会社L EM空間工房に改組同社代表取締役

2007年~京都造形芸術大学芸術学部 環境デザイン学科非常勤講師

2008年~京都精華大学デザイ ン学部IPDコー ス 非常勤講師

受賞暦

松下電工にて

1990年- 2006年 クッドデザイン賞照明器具デザインにて 102点受賞

LEM空間工房にて

2005年 ランドスケープライティングアワード2005 ・道路橋梁部門 最優秀賞

2006年 照明普及賞「関西国際大学 ・水樽館」

2007年 第13回空間テザインコ ンペティション佳作「関西国際大学RC棟・

水樽館」

2009年御堂筋 イル ミネ ーションデザインプロポーザル 最優秀同年実施

2010年 照明普及賞優秀施設賞[ 仁愛大学J rエアフォレス卜 一番町j

聞き手 杉山美納 (東畑建築事務所)

写 真 撮 影 河 合止揚
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「ならではj を読み解く

「ライティングデザ インのいいところは、いろいろな目的があること 。」

他分野のデザイナーと新しいものを創り上げることもできるし、w ¥; にある

何かに対して新たな旬II 値 を付与することもできる。建築・ランドスケープ

のみならず、まちづくりやイベントと様々な分野でライテイングデザイン

を仕掛ける長IlfJ 志穂氏に話を伺った。

松下電工時代、 !照明デザイン室で照明器具デザインを担当し、チームで

5000以上のプロダクト製品を生み出してきた。20代中頃、裏千家との

協働や数寄屋の器具の開発を担当して和風に関する知識の不足に気付 き、

数笥: 屋建築家/ 二村手[ 1幸さんのところで数寄屋建築について学んだ。器具を

つくるために空間を理解しようとしたと言う 。 クラッシックな器具の

開発ではクラッシックな空間について習い、住宅の器具のために住宅

空間について習い、と空間j こやとにそれそ守れの専門家について学んでいった。

空間への興味が高じて、プロダクト部門でカタログやシ ョールームの空

間までも 設計する ようにな って L、く 。光を 「空間を表現する手法」とし

て捉えている姿勢のあらわれであろう 。

計画をするときに常に意識しているのは「ならではJo i本質はなにか」

というととを見極め、その物件「ならでは」の特性を抽出することから

始める 。それは建築の場合も、イベントの場合も、全てに共通したスタ

ンスであると言う 。

「御堂筋イルミネーション 2009J は公募型プロポーザルで、1 . 2kmの

範囲の351本のイチョウのイルミネーションを求められた。御堂筋は大

阪を代表する街区であり、直線的に ;1
1・「を連ねるビルと立ち並ぶイチョウ

の緑陰により形成された景観が特徴。 この「御堂筋ならでは」のスケー

ル感を活かすデザインをしたかった。

普段手がけるライトアップでは樹極に応じて手法を選択している 。

イルミネーションはどこへ行っても、木が追ってもいつも一緒ということ

に疑問があった 。 イチョウというのは枝振りが横に 乱れ た ｾ紺ｼ ヲであり枝が

太くいびつな姿をしていたが、 20mを優に超える迫力と力強さがあった。

この御堂筋のイチョウならではの天に向かって力強く 伸びる姿そのものを

描 き出そうと、幹だけにイルミネーションをすることを考えた。

31m'こ粁を揃えた建物J廿も時代時代を象徴する御堂筋の歴史を現す

景1!Jtであり、要項では求められていなかったが提案に盛り込んだ。;JV財三と

建築とのレイヤーの重なりによって「御堂筋」という空間を描き出すことを

意図した。街区ごとに時代を象徴する特徴的な建物をピックアップし、

その建物に相応しい色 ・ライティングの手法を一つひとつ選択していった。

意図をよんで賛同 してくれた審査員がいたことで実現できた。

「とんぼ りリバーウオーク ｊ では、飲食 届や ｪ 古告ｩｉ￮の看板が並ぶ狼 ｾ｜ｦＨ な

風景こそが 「大阪ら しし、」対色であるとして「あくまで主役は大阪の

まち。あえて地味な照明を目指した。」と潔い。将来遊歩道に向か つて

屈が聞き、看板が掲げられることに則待し、看板やネオンの邪魔になる

ポール灯は設けず、手摺や段差部分への足元 Ａｾ賢明や間接照明のみの机成に

徹底している。

数寄屋の空間とクラッシックな空間では必要な光の質も計画の手法も

泣うように、その場所ごとに、その設計者ごとに、 相応 しい「作法j が

あるはずだと詰る 。それぞれの「ならではJ を発見し、それをカタチと

して具現化するところにデザイナーとしてのアイディアが活きる。ものの

価 値 が複雑・多様化 す る今、「本質を見極め、 何 を拾い上げるかが

たいせつ j とするその視線の先にはジャンルを超えた新たな可能性の

広がりを感じた。
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惨違反建築防止週間

「住みよいまちづくりのために~

安全・安心な建築物の推進に

向けて ｾｊ

大阪府では、違反|勿止週間内の平成22年10月

ＱＱ 日Ｈ月・祝 Ｉ ｾ Ｑ Ｗｅ Ｑ ( 日) の問、 一斉にパトロ

ールを行う 。

詳細については、

htt p: / / www. pref .osaka. j p/s_kenchi kushido/  

を参照されたい。

砂平成22年度「住生活月間j の

実施

国民に住宅、住環境、住まい方等について考

える機会を広く提供し、匡|民の住意識の向上

を図り、豊かな住生活の実現のため下記の機

関を 「住生活月 間」とする 。

期間は、 ＲＰ ＱＰ 年 Ｑ Ｐ 月 Ｑ 日 ｾ Ｑ Ｐ 月 Ｓ Ｑ 日Ｈ日Ｉ 。

砂街の色研究会・京都

シンポジウム2010

「京都の街の景観を考える」

市民研究グループ 「衡の色研究会・京都」は、

京都の音11市景観や文化的側而などを色彩の次

元から調査、研究するとともに、多くの催し

を開き、討議する機会を提供してきた。

会発足20周年を記念して、その聞の成果を踏

まえ、景観色彩について、歴史文化都市、美

観音11市である京都はどうあるべきかなどを論

議する 。

第 l 回「京都の街の景観の色彩J

日 時 2010年10月30日( 土) ＱＳ Ｚ ＳＰｾ Ｑ Ｖ ＺＴ Ｕ＠

第 21E: 1r京都の屋外広告物」

日 時 2010年12月11 日( 土) ＱＳＺＳＰ ｾ Ｑ Ｖ Ｚ ＴＵ＠

[ 共通]

会 場 京 都 市 勧 業 館 ・みやこめっせB1

大会議室

参加賀 一般1，000円、学生500円( 各国)

砂アフリカの仮面と美術

一生命と創造の大地-

アフリカ美術に含まれる造形物には大きく分

けて、仮而、立像、道具、装身具、テキスタ

イルがある 。その中でも特に、生み出された

背景による独自性を反映 し、変化に富んでい

るのは仮面であるといえよう 。本展では、ア

フリカ美術のハイライトといわれる商アフリ

カ、現在のナイジエリアを 中心とする 地域の

造形をはじめ、紀元前から栄えたノック文化、

写実的な表現が特徴のイフ ェ王国、べニン王

国の造形などを紹介する 。

会期 ＲＰＱＰ 年 ＱＰ 月 Ｙ 日 ｾ ＱＱ 月 ＲＸ 日Ｈ日Ｉ

ＱＰ ・ ＰＰ ｾ ＱＷ :  00 

休館日水H程( 1113 開館翌 日休館)

会 場 西宮市大谷記念美術館(

西宮市 1:1"浜IIfH- 38

料 金 一般800円、高大生600円、小中生400円

問合せ西宮市大谷記念美術館

T EL. 0798- 33- 0164 

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

「王の頭像J 17- 18C  

青銅べニン王国
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重要 文 化 財 神 功皇后縁起絵巻 上巻部分

室町時代 大阪・ 溢田八幡宮所蔵

住吉大社は海の事1
1
である住吉三神 と神功皇后

をお杷りする四つの本宮からなり、古来天皇

や平安立族が参諸に訪れた。そのため住吉は

和歌に祢まれ、王朝物語や貨族の 日記に記さ

れ、物語絵巻や名所図などの絵画に拙かれ、

和鋭、 23匠などとしても親しま れてきた。

本展では、美術に焦点を当てた初めての展覧

会であり、国宝 ・重要文化財約25件がそろえ、

今までにない大胤棋で充実した ものである 。

会 期 ＲＰ Ｑ Ｐ 年 Ｑ Ｐ 月 Ｙ 日 ｾ ＱＱ 月 ＲＸ 日Ｈ日Ｉ

9  :  ＳＰｾ Ｑ Ｗ＠ :  00 

休館日月 H程( 10/11開館、 翌 日休館)

会 場 大 阪市立美術館( 天王寺公園内)

大阪市天王寺区茶臼山町1-82

料 金 一般1，200円、高大生900円

問 合 せ 大 阪 市立美術館 TEL. 06-6771-4874

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) ヘ。

砂ポーランドの至宝- レンプラント

と珠玉の王室コレクション-

本展では、首都ワルシャワのシンボルである

ワルシャワ王宮と、歴代国王の居城であった

旧都ク ラクフのヴァヴェル城の全面的な協力



のもと、これらの王宮に伝わる絵画、工芸、

彫刻など、作品約140点を紹介する 。 また、

本)!1kに出品される “ レンプラン卜のモナリザ"

とH干ばれる名画 〈額縁の中の少女〉 と 〈机の

前の学者〉のレンプラン卜作品 2 点は、日本

初公開となる 。

会 期 2010年10月 6 日- 10月31 日( 日 )

9  :  30- 17  :  30 

会 場 サントリーミュージアム l天保山l

大阪市港区海岸通1-5- 10

T EL. 06-6577 -0006 

料 金 大 人1，200円、高大生900pj 、小中生500円

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

{ 額縁の中の少女) 1641 年

レンプラント ファン レイン ワルシャワ王宮所蔵

Photo :  Andrzej  Ring 

砂懐徳堂記念会創立100周年記念

懐徳堂展一 大阪“ 知" の源流-

江戸H寺代の後半約140年にわたり 、大阪の学

問所として君臨した 「懐 徳堂( かいとくど

う) J。 その顕彰と復興を目的として、明治

43年( 1910) に懐徳堂記念会が設立された。

平成22年は、創立百周年の節目に当たる 。本

展覧会では、江戸時代の懐徳堂の創設から近

現代における活動まで、約300年にわたる懐

徳堂の歴史を娠り返る 。

会 期 2010年10月27日(水) - 12月20日(月)

9  :  30- 17  :  00 

休館日火11程( 11123開館、 11124休館)

会 場 大 阪 歴史博物館 8 F特集展示室

料 金 大人600円、高大生400円

招待券は日本建築協会 (06- 6946-6981) へ。

還後後

議話量議 享保年間 ( 1716- 1735)

みやI 1tt l ! あん

三宅石庵筆 大阪大学懐徳堂文庫蔵

砂大阪ヨーロッパ映画祭

日 程 2010年11J=118日(木) - 11J=123日( 火)

会 場 イシハラホール

大阪市北区肥後橋

. オー プニ ング上映& セレモニー 11月18日

上映: 面影( ベルギー) 、強疏 (オーストリア)

チケット : 前売/ 事務局予約のみ指定席2，000円

. クロージング上映 11月23日

上映 : 世界のC Mフェスティパル ショ ートパ

ーンョン

チケ ッ ト 前 売/ 指定席2，500円、 当 日/ 自

由席2，000円

. イシハラホール 11月19日- 11月23日

上映 : 美女とノ Tパラッチ( ポルトガル)、 野生

の愛 (ス イス )、 40 ( トルコ) 、その他

チケット 前売/ 指定席・ l 回券= 1，500円、

I  ｅｾ ｉｽ［Ｇ ｗ＠ .  3回券 = 3，000円、

当 日/ 自由券 ・l 回券= 1，200円、

( 学生 ・シニア =1，000円) 自 由

席・ 3回券 = 3，500円

※ チケットぴあ、ローソンにて一般発売中

砂特別展 平城遷都1300年記念

「万葉に遊ぶJ ，_ ，上村松筆の

描いた万葉世界を中心に~

今年、平城選者111300年を迎えた古都奈良にお

いて、古の万葉世界を紹介する本展では、上

村松隻が井上立l!i が執筆した 「額 田女王j に提

供した挿絵を はじめ、安回収彦、堂本印象、

などの作品もあわせて展覧し、優美で典正Ｈｾな

H寺代に生きた万葉びとの精神性と古き良き奈

良の風情をご覧いただく 。

会 期 2010年10月5EI- 12月12EI (日)

会 場 松 伯美術館 T EL. 0742-41- 6666

奈良市登美ヶ 丘2- 1-4

料 金 大 人 ( 高大生含む) 1，000円、小中生500円

相待券は日本一建築協会 (06-694606981) へ。

「万葉の春J 昭和4 5年 上 村 松 筆

近畿日本鉄道株式会社 (松伯美術館管理)

砂B I WA K O BI E NNAL E 2 0 1 0  

玉手箱- Magi cal Wor l d 

古くから城下町と して栄えた近江八幡旧市街

地 には、いまだ築100年を越す多くの建物が

残っている 。今回は| 町家のみならず、聖徳太

子が聞いた願成就寺の境内や、元瓦工場 “瓦

情" など約15箇所を会場に、国内外50組を越

すアーテイストが作品を展開する 。

会 期 2010年 9月18日( 土) - 11 月 7 1: 1( 日)

10 :  00- 17  :  00 休場日火| 促

会 場 滋 賀県近江八幡市旧市街

｡鉱鍛 ｩ託 ｾＱ 泊 Ｑ

一般1，0∞O∞O円、高大生800円

出展: こんのげん( 木彫) 、相本みちる( 軍手) 他

* 詳 細 はBI WAKOビエンナ ー レ 事 務 局 /

NPO法人エナジーフィールドまで。

T EL. 0748-26-4398 

http: / / www.energyfi eld. org  

砂第32回J apan Home  &  

Bui l di ng S how 

「ジャパン ホームシ ョー2010J - 住まいの建

材 部 材 - 設備に関する専門展示 会 ~

「サステナブル建築技術展2010J - 鐙築物 の

環境負荷低減、長寿命化 と資産価値向上のた

めの専門展 示 会 ~

本展は、住宅 ・建築関連専門展示会 として、

住宅業界ならびに建築業界の活性化に笥: 与す

ることを目的とし下記の内容で開催する 。

会 期 2010年11月17日(水)- 11月19日( 金)

10: 00- 17 :  00 

会 場 東 京 ビッグサイト( 有明 ・東京国|燦

展示場) 東 1 .  2 ・3 ホール

砂水田寛展 「ふるさとj

水田 ｊ
Ｑ
￯ は、 ｉ ｾ ｉ らの視覚の原体験と独自の観察

眼によ って、 平凡で、単調な都市の風景に潜む

「歪み」ゃ「余剰j をすくいとり 、不確かで

流動的なイメージの集積としてキャンパスの

上に笑りだす。画面上の見慣れたJffiばtを 「見

る」ことによって、その内側か らは異質なイ

メージの断片が | 断続的にた ち現れ、 J fe' l る人

それぞれの記憶に染み込んだ風景と交わる 。

そこに浮かび上がるものは、気薄でありなが

らもどこか親密な両義性をもった現在の「ふ

るさと J なのかもしれな L 、。本展では、水田

の近作、新作によって、その進化の現在形を

紹介する 。

会 期 2010年 9月23日(木)- 10月23日( 土)

会 場 ア ー トコートギ ャラ リー

大阪市北区天満橋1-8-5 OAPアー

トコート 1 F
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. 追悼

名誉正会員

上林博雄先生が

のこしたもの

平成18年度日本建築協会総会のあとの懇親会

で談笑する上林博雄氏 (正面真ん中)

2006年 6 月21日 天満橋の東天紅にて

日 本 建 築 協 会 元 編 集 長

松 井 昭 光

42 建築と社会 ・2010. 10

日本建築協会名誉正会員 ・上林博雄う凶ミが

今年 3 月17日に亡くなられたと聞き、ピッ

クリしています。先生は1920年 5 月24日生

まれですので、 90歳ということになります。

日本建築協会入会は1950年 3 月 1 日ですか

ら、会員歴は60年を超えています。

私と先生とのつきあいは、 55年近くにな

るでしょうか。私が日本建築協会編集部に就

職する 1953年以前からご指導を受けてきた

だけにひとしお、人生の道程として必然的に

くるその定めの厳しさを実感しております。

『建築と社会j の編集委員会副委員長時代

日本建築協会での功績について、私はとく

に 『建築と社会』の編集を担当していました

ので、その面を中心に記したいと思います。

私が編集に取り組んでいたH寺代の編集委員

長は中村 綱、浦辺鎖太郎、佐野正一、塚本

猛 次 、 森 忠一、足立孝、鳥国家弘の諸先生

です。編集委員長は 2年置きに交代すること

になっていましたので、だんだんと私と同年

配の方となり、最後は私より年下にかわって

いきました。編集委員も各職域の代表選手み

たいで、すぐれた方々です。この方々のご指

導を受けて、時にはかなりの批判 も受けまし

たけれど 『建築と社会j の編集に取り組み、

おかげで現代の最新の建築知見を得るごとが

できましたし、社会への発信により何がしか

の貢献ができたことに感謝しております。

*  

上林先生は、森忠一編集委員長H寺代 (1960

- 1961年度) に副委員長として、欠席しが

ちな森先生に代わって実質の委員一長として活

躍されました。

森忠一委員長が i] 巨」の話を熱っぽく諮ら

れました。フランスの シトロ エンの性能のよ

さ、これから生ずるであろう自動車の渋滞、

街路の交通を一方通行にしていく案などが提

言さ れました。1961年 6 月号「自動車と建築」

特集です。大阪の御堂筋が一方通行になった

のもそのあとだったと思います。上林副委員

長からは住宅設備の良しあしなどを教えられ

ました。それは、後の「住宅設耐u特集 (1978

年 7 月号) の企画などに結びつきました。

乙の両年には、「インテリアH 居留地H ア

イデアj 特集もありました。また沌沢真弓先

生を委員長とする「近代建築調査委員会報告J

が毎号掲載されていました。

1962年は、日本建築協会創立45周年の年

でした。浦辺鍛太郎氏らの尽力で創立45周

年記念事業として/l' IJ t 反された 『ふるさとのす

まし 寸 が毎日出版文化立を受賞したのは、こ

の年です。

『建築と社会j は日本建築協会の大きな財

産です。戦前の関西、戦後の関西の諸建築作

品、諮計画、住宅地開発、災害、建築制 惜

の動きを知る上で欠かすことのできない貴重

な雑誌です。これは、歴代編集委員長の指導

のたまものですが、上林先生もその一翼を担

われたわけです。

当H寺のう巳主は大阪市立大学家政学部住居学

科の助教授で、 I建築と社会』編集委員会だ

けでなく、 他の建築運動にもかかわったりし

て、も っとも脂の 乗り切 った ｈ 寺Ｉｾ｝で、はなか っ

たかと思います。その活動の中で常に心がけ

ておられたのは、委員たちゃ関係者への「気

くばり J で、はなかったかと、私はひそかに回

想しています。日本建築協会の事務局職員に

もよく 声をかけておら れました。

「家政学部j から「生活科学部j へ

上林先生の功績として後世に伝えたいの

は、従来言われてきた「家政学部J を新しく

「生活科学部」へ改称させた乙とです。家政

学とは「衣 - 食- 住J の分野で、家庭の中の

労働や作業に| 英Iiili して考えられていました。

しかし、社会の発展とともに生活環境の変化

や科学設備が発達を見せつつある |時代、古い

家政学 (domest ic sc ienc巴) から JI比して、新

しく「生活科学 (human li fe sc ience)  J を提

唱されたわけで、す。それを実現させた理論と

実行力は、 実に大変なものがあったのだろう

とHtiWIされます。1975年に「生活科学部」

とな って「生活環境学科J (1990年) に、後

に 「居住環境学科J (2000年) と専攻科名称

の変更が行われたということです。

*  

上林先生が大学を退官されたのは198'1年

ですが、その後いろんな団体の役員を務めら

れました。大阪にできた「集合住宅維持管理

機椛」の名誉理事として活躍されたのも、そ

の一つです。また、 |品|くと乙ろによれば日本

建築協会の平成18年度総会に 出席し、懇親

会に蝶ネクタ イを結んで顔を ! l ' J されたことも

ありました。建築運動団体の「新建大阪j の

総会にも出て、お元気など様子でした。

私が先生と l議後に話をしたのは、 2007年

でした。そのH寺に先生が私に言われた言葉は

次の通りです。

「私を立ててく れてありがとう J

*  

私が建 築 協 会の ｉ ｅ ｉ ｾ 、戦員に上林先生のイメ

ージを一言でいえば何かと聞いたところ、 「ダ

ンディ J という答えが返ってきました。

「気くばり」と「タ‘ ンディ」 を併せ持つ先生。

どうか安らかにお眠りくださ L ミ。

( 2010年8月記)



編集委員会

第 5 回編集委員会

8 月18日( 水) 18 :  00- 20  :  00 

出席者 投楽委員長ほか 6名

議 事 ( 1 ) 91' 1号特集「第57向青年技

術者」の報告

( 2)  10月号特集 「建築スト ック

社会のJ JU工と 今後J の報告

( 3)  11月号特集 f( 仮:.mL E D 

! 照明の活月3 将来を考え

る」の報告

( 4)  12月号特集 「東京スカイツ

リ- J の報告

(5 ) 特集企画テーマの提案

( 6 ) 各小委員会・分科会の報告

( 7 ) その他ー著作権の内規制定

へ向けて

( 8 ) 収支状況報告

第 5 団法令分科会

8  )=120日 ( 金) 15 :  00- 17  :  00 

出席者 吉田純幹事ほか 7 ;g， 

議 事 ( 1 )  f法令コーナー」の企画

( 2)  10月号「述築ストック社会

の現在と今後J 特集の企画

( 3)  ，情報交換

第 5 回施工材料分科会

8F13  EI  ( 火) 17 : 00- 18 : 00 

出席者 吉田正友幹事ほか 5 名

議 事 11月号特集 f (仮題) LED! ! 日明

の活用 ・将来を考える 」

執筆者と 執筆内容検討

第 5 回構造分科会

8  )=! 6 日 ( 金) 18 :  00- 19  :  00 

出席者 石田幹事ほか 5 名

議 事 ( 1)  12月号fW京スカイツリーJ

特集

(2)  f桃造の頁J の企図

第 4 回設備分科会

8  )= 1 4 日( 水) 18 :  00- 20  :  00 

出席者 赤 浮幹事ほか 6 f: ， 

議 事 ( 1 )  f設{IWの頁j の企画

( 2 ) 見学会の企画

( 3)  f講習会」の企画

( 4 ) 新企画の提案

( 5 ) 超高 層 高 層 マ ン ションや

オフ ィス ビル計画H寺への提

案

( 6 ) 来年の設備特集の企画

( 7  Ｉ “ ￬ｗ ｉ 定機十 ｾｪ シリーズＢ

第 5 回作品作風小委員会

8 月26 日 ( 木) 19 :  00- 20 ・00

出席者 池上副委員長ほか 5名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の拘』隙状況並びに掲載

予定の報告

( 3)  fgall eryJ  j l i J 故報告 予 定

第 5 回広告企画小委員会

8 月18日 (水) 17 :  00- 18  :  00 

出席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 6名

議 事 ( 1)  10月号特集「建築ストック

社会の現在と 今後J

( 2)  11月号特集 f( 仮題) L E D 

照明の活用 - 将来を考え

るJ

( 3)  12月号特集「東京スカイツ

リー 」

( 4  ) 広告掲載状況

( 5)  2011年 2 月号特集の企画

( 6  ) 収支状況の報告

第 5 回10年委員会

8 月5 日 ( 木) 18 :  30- 20 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 2 名

議 事 大 阪 そ う せ い ( 創 生 ) プ ロ ジ ェ

クトの今後の逃め方

入 会 者 ( 敬刷、略)

〔個人正会員〕

*  

!場一 側竹中工務脂

九 嶋 壮一郎 側竹中工務応

新 村 岳 広

世利 公一

野口 史 剛

山野 信 彦

山本 記 章

. 言ト報

〔名誉正会員〕

岡 本 俊iliili 氏

側竹中工務脂

側竹中工務脂

側東1:Il 1kl! 築事務所

側安井建築設計事務所

鹿島建設(仰

平成22年 8 月11 日逝去 - 享年92歳
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日 本 建 築 協 会 企 画 ・販 売
1917年3 J = ! に創設された日本建築協

出版図書一覧

会( 当時・ |細沼喋協会) は、すでに

H召利初期には大阪近辺でT主宅情覧会や

沼操訴がi会を|苅く一方、当時は入手し

にくかった札喋の情報を図呈? の出版と

ｌ 、う ｊｲｾ で 会 員に捌具していた 。

牢

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4 判企画・発行 日本建築協会 本体制Ij格1，500同

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作晶集 l 卯 2年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 日本建築協会 本体制格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 1987年

A  Ｔ ＩｾＱＡ＠ 企画 ・発行 1: 1本建築協会 本体制li 絡1，500P:!

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6 判5 分 IIIf 企画: EI本建築協会建築クラブ販売制絡2，500円( 税・送料込み)

民間 (旧四会) 述合協定

工事請負契約約款 (平刊叩成仰21ν附f

工事言詰占負契約イ';_I} .  i中裁合意書 - 契約書使用上の留意事項 ・建設工事に係る

資材の丙資源、化等に関する法律第13条および省令第4条に基づく誌面

販売単位: 2 部 1単位とする

自ilij 絡 l  単位 ＷＰＰ 円Ｈ税込Ｉ送料は 実 ｾＧｩ

|ヨ木建築協会事務局 (06- 6946- 6981) で販売

「最新刊平成2附J ' ! 10 B 発行

写真マンガでわかる建築現場管理1∞ポイント

管JAの良い現場、惑い現場が一目| 燦然!

現場のブロークンウインドウズを見逃すな

著者 玉水 新 吾

四六ll! 224ペ ー ジ

定佃j 1，900円+ 税

「予告平成即日

プロが教える住宅の植栽

著 者 勝 山 宏

B  5  '!!I! 176ぺ ー ジ

定制Ij 2，800円+ 税

44 建簸と社会 ・2010. 10

以後、創立周年詑念事業として、その

*  

11寺代の抵/ J きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 (初日本建築協会事務局

ている。 (TEL 06- 6946- 6981、F AX06一

50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

年に、図さ? の出版が企画さ h ，現在も

継続して発行販売されている出版物

は、 以下のとおり。

日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術j選.;!U姉妹約四六判2色刷イラスト入

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

企画 . 日本建築協会発行 学芸出版社本体制li絡￥ 1，600- ￥2，800

衛 生 設 備 の ト ラ ブ ル50 建 築 の 現 場 管 理 シ ステ ム

建築設備 トラ ブル研究会 伊東貞夫

鉄 筋士 事 本 音 の 現 場 学 新版コンク Ij - トI 事のチェ ックポイント1凹

荒川治徳 加賀秀治

建 築 と 音 の ト ラ ブ ル 建築基準法制蝉規定を読みこなすコツ

中川清ほか 高木任之

建 築 工 事 の 祭 式 第二版 環境と共生する建築25のキーワード

「建築工事の祭式J 編集委員会 大西正宣

飛 躍 す る 構 造 デ サ イ ン 木 造 住 宅 の し く み

渡辺邦夫 在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏1尊

聞 販 建築物の消防法を読み乙悶コツ インテリアコーディネー卜のl叩ポイント

高木任之 町田ひろ子監修/ 松 本 茂 村 元 俊 子 著

ブ口が教えるキッチン設計のゴツ 木 づ く り の 常 識 非 常 識

井上まるみ 上 村 武

現場で学13¥ 住まいの雨仕舞い 建築 トラブルにみる常識非常識

玉水新吾 荒川i台徳

住宅エクステリアの100ポイント 第三版 都市計画法を読みこ芯すコツ

藤 山 宏 高木任之

第三版 建築基準法を読みこなすコツ 建築主が納得する住まいづくり

高木任之 玉水新吾

写真マンガでわD'る建築現場管理100ポイント

玉水新吾

日本建築協会創立70周年記念事業 ・B5判

選書特装版

企画 日本建築協会 発行・ 学芸出版 社 本 体制l絡￥ 3，000- ￥4，000

水lこまつわるトラブJ l の事例 ・解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇> I建築漏水」編集委員会 須賀好富

水|こまつわる卜ラフJLの事例 解決策 入 門 ・ 建 築 積 算

〈設備篇> I設備漏水j 編集委員会 生島道春

建物の汚れートラブル事例と解決策 建物の結露ートラブル事例と解決策

「建物の汚れj 編集委員会 「建物の結露j 編集委員会
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空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本ヰ土 ・本庖 東京都港区浜松田Tl - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪市淀川区加勾 1- 58- 59 ill: 話06 (6302)  2270  

支 庖 北 海 道/ 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

@; 九~
¥;J "，-， "  '- ' ¥7 

Wとhave hope 

- 印. ，，，. ポスター. カタログ. J t ンフl n卜. 碕写・社史

鑓隆文字画像デタ処理

・メディア・. S Pプランニングコンヲルティン夕、 ' "λJ ューション.

web} .及びメディアコンテ:rY企画同府

• ，、 株式会社NPGー ポレーシヨン

本 社 干53Cト∞43 大阪市北区天満ト9- 19

181:( 田) 6351- 727l ( 代) fax:( 飴) 6352- 7479 

第二ピル 干530・∞43 大阪市北区天満ト 1 1- 8

t81: (06)  6351-0128 ( 代) fax: ( 随) 6351- 0208 

東京支社 引回引刃4 東京都港区浜松町ト2-1

光浜松町ピル7 F

181: ( ω)  3433- 5211 ( 代) fax: ( 閃) 5776- 7733 

( 旧祉名ナニワ印刷側 、日本データネット側}

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- ヲイヲシ械式会社

忠信・大臣志社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 電話ω6) 6441-8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 IO号 電 話 (03) 326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 唐 札幌 ・仙台 ・薪渇 ・大 宮 千 葉 ・様浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高 松 熊 本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・津 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那湖

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・訟江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 底 シンガポー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 ( 0492) 58-1511

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

N A C且ー のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

ht t p: / / nacl j p E- mai l : s c@nac Lc oj p 

本部営業部 干560一∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt - ル2 階

T E L  ( 06) 6843- 1235( 代) F AX  ( 06) 6853- 1632 

東京事務所 干111- 0051 東京都台東区蔵前2丁目 7- 2 東京NACL t '品

T E L  ( 03)3862- 0978( 代) F AX  ( 03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

Ｍヨｾ［ＺＮ， ｮｃｓａ ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 干ＧＮＺｊＭ子・ＧＱＧｊｾ 借金一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本 社 ・京 都 ・京丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

..0、

' : l X ネ土
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大和 ( 1見。りそな) 銀行本后ピル

P C C W本石 ( 御影石) 打込み仕上L九

オーガスタプラザ

P C C Wタイル打込み仕上げ。
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さくら( 現。三井住友) 銀行神戸本部ピル

P C C W本石( 御影石) 打込み仕上L九

株式会社ダイワは、プレキャストコンクリートカーテンウオールをはじめ各種プレキャストコンクリート製品の設計・製造・施工を行うメーカーです。
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代表取締 役 社 長 河 野 恭 平

T E L.0594-77- 0821  F AX.0594- 77-1529 

TEL.06- 6539- 0200 FA X.0 6・6539・0 214

TEL.03- 551 0-7437 FA X.03- 551  0- 7439 

三重県いなべ市大安町梅戸 13 16

大阪市西区立売堀 1・3-13 第 三 富士 ビル

東京都港区虎ノ門 1・1-21 新虎ノ門実業会館

〒51 1- 0284

干550- 0012

〒105-0001

本社 ・工場

大 阪 支 庖

東京主張所

03379- ]0 雑誌


